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大管長会メッセージ

「心をつ くして行ない

これをな し遂 げた」

大管長

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

経 済不安が募る今日にあ・て・私たちは
個 人として も教会 としても， もう一度

思い起こさなければな らないことがあ りま

す。それは，主が与 えられた霊にかかわる

経済上の律法です。これに完全に従 う入に

は，「あふるる恵み」(マ ラキ3：10)を 注

ぐと主は約束 されています。

この什分の一の律法は，私たちに とって
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尽 きることのない恵 み と安 らぎ，神の確か

な助けの源 となり得 るものです。旧約の時

代の予言者たちの教 えの中で も什分の一の

律法が改めてニーファイ人に授け られたこ

とに，私はいつ も深 い感銘 を受けます。主

はニーファイ入を訪れた時，什分の一に関

するマ ラキの大 いなる約束 をお伝えにな り

ました。

「またイエスは御父がマラキに授けた も

うた言葉であって，今 自分がその弟子たち

に伝 えようとする言葉 を書け と言うことも

その弟子 たちに命 じた もうた。そして，弟

子たちがこれを書いて しまうと，イエスは

その説明をな した もうた。その言葉は次の

ようである 『御父はマラキに宣え り。……

見 よ，人は神 の物 を盗 まんや 。されど， 汝

らはすでにわが物 を盗め り。 しか も汝 らは，

何 に於てわれ らは神 の物 を盗みしや とたず

ぬ。そは什分の一 と捧物 とに於てな り。汝

らはのろいを以てのろわ る。汝ら全国の民

はわが物 を盗み し故な り'。わが家に食物あ

らしめんために，什分の一をことごとくわ

が倉に持 ち来 りてわれを試 し見 よ。われが

汝 らに天の窓を開 きて容 るる所なきほ どの

あふるる恵みを汝 らに与 うるか与えざるか
「

を見よ。 もし汝らが什分 の一 をことごとく

持 ち来 らば，われは食い荒す者 を汝らのた

めにふせ ぎ，汝らの畑の作物 を食い荒すこ

とを止むべ し。また汝らの葡萄 の木をして

熟せ ざる内 にその実 を落 さしめ ざるべ し。

万群の主はか く言 う。か くして，……方国

の民は汝らをさいわいなる者 と言わん。』」

(IIIニー ファイ24：.1，8-21)

現代 の世の中で， このような祝福 を必要

としない人がいるでしょうか。
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苦難の時代に住んだ民が ほかにもいます。

ユダ王国の人々です。アハ ズ王の不正な統

治下にあった人々は，ア ッス リヤ とペ リシ

テび との手にかかって，経済的にも政治的

に もつ らい思いをしました。しかしその苦

しみも，若いヒゼ キヤが王にな り，「主の良

しと見 られ ることをした」(歴 代下29：2)

の で取 り除かれたのです。 こうして，人々

の心 は再 び聖典の教 えに向き，戒め も守 ら

れ るようにな りました。この後の記録 を読

むと，主が御 自身の約束 をどのように成就

され るかがよ くわか ります。

「その命令が伝わ るやいなや， イスラエ

ルの人々は穀物，酒，油，蜜な らびに畑の

もろもろの産物の初物を多くささげ，また

すべての物の十分の一をおびただ しく携 え

て来 た。……また牛，羊の十翁の一な らび

にその神，主にささげ られた奉納物 を携 え

て来て， これ を積み重ねた。ヒゼキヤおよ

びつか さたちは来て，その積 み重ねた物 を

見，主 とその民イスラエルを祝福 した。そ

してヒゼキヤがその積み重ねた物について

祭司および レビび とに問い尋ねた時，サ ド

クの家か ら出た祭司の長アザ リヤは彼に答

えて言った，『民が主の宮に供 え物 を携 え

て来 ることを始めてか らこのかた，われわ

れは飽 きるほ ど食べたが，た くさん残 りま

した。主がその民を恵 まれたか らです。そ

れでわれわれは，この ように多 くの残った

物 をもっているのです』。ヒゼキヤはユダ全

国にこのようにし，良い事，正 しい事，忠

実な事 をその神，主の前に行 った。彼がそ

の神 を求めるために神 の宮の務につ き，律

法 につ き，戒めについて始めたわざは， こ

とごとく心 をつ くして行い， これをな し遂



げた。」(歴 代下31：5-6，8-10，20-

21)

主は 苦難の時代にあってもユダの人々を

栄えさせ られたのです。それは詩篇の次の

言葉 をまさに証明するものです。「地 と，そ

れ に満ちるもの，世界 と，そのなかに住む

者 とは主の ものである。」(詩 篇24：1)

末 日に主は聖徒 たちに，戒め を守 り 「汝

.の捧物…… を奉」るならば，「地に満つるす

べ ての ものは汝 らに与えらるべ し」 と言わ

れました。「すなわち野の獣，空の鳥……地

よ り生ず るものは，皆人の為 人の用いんた

めに造 られ……」(教 義 と聖約59：12，16，

18)た か らです。

いつの神権時代の予言者 も，什分の一の

律法 とその祝福，主の民が受ける加護につ

いてはっきりと教 えてきました。 これにつ

いて，末 日の神権時代 に主はどのように言

っておられるで しょうか。

「誠に
，か くの如 く主は言 う。……か く

の如 く什分の一を納めたる者は，以後毎年

彼 らの得 る全利益の什分の一 を納むべ し。

これを以て，わが聖なる神権のためにする

彼 らの守 るべ き永久的定法 となす，……わ

れ汝 らに告 ぐ， もしわが民に して この律法

を守 りて聖 く保 たず， またこの律法により

てシオンの地 をわれに聖 くして以てわが律

令 と審判 とをそこに保 ち， その地 を最 も聖

きものとなさずんば，見 よ，誠にわれ汝 ら

に告 ぐ，そは汝らに とりてシオンの地にあ

らざるべ しと。こは，あ らゆるシオンのス

テーキ部 に通ずる範例な り。誠に然 り， ア

ーメン
。」(教 義 と聖約119：1，4，6-7)

この 中で主は，什分の一は主の律法であ

ることを言明 し，主 に従 うすべての人にご

れ を守 るよう求めてお られます。神のこの

律法に従 うことは，私たちに とって誉れで

あ り特権 です。また安 らぎであ り約束であ

り，祝福 です 。.この戒めを完全に守 らない

人 とい うのは， 自らこの主の約束を否定す

る人であ り，大事 をなおざりにする人であ

ると言えましょう。そ うなる と什分の一 を

守 らないことは罪であ り，簡単に見過 ごし

にできない問題 となるのです。

確かに，収入が乏 しいのに求め られるこ

とばか りが大 きい と，什分の一を納めるの

に強い信仰を表わす必要があるか もしれま

せん。そんな時には，御父がマラキに与え

られた約束を心に思って下さい。 また，主

が末 日に与えられた約束 を思い浮かべ ると

よいでしょう。「汝 らわが言 うところを行

わば，主なるわれ これに対 して責任あり。

されど，汝らわが言 うところを行わずば汝

ら何 ら約束を受けず。」(教義 と聖約82：10)

こ っいった原則は，両親が定期的にしか

も生 きた証 をもって子供たちに教え るよう

にするのが'よいでしょう。まだ子供 のうち

に教 えるこ とが大切 です。幼な子の心は吸

収 しやす く，素直に親の教 えを受け入れる

ことがで きるからです。

少年時代のこ とを思い出します。収穫物

の什分の一 を納め る日には，母 とよく監督

の家 まで砂ぼこ りの道 を歩いたものです。

道々私 は母に尋ね ました。「どうして卵 を

監督の ところへ持って行 くの?」 す ると母

はこう答 えました。.「これは什分 の一 の卵

なの。天のお父様への什分の一 を監督さん

が預かってくれるの よ。」 それか ら，毎晩卵

を集めて くると，最初の1個 を小さなか ご

に入れ，残 りの9個 を大 きなか ごに入れた
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ことを話 して くれました。こ うして私は，

愛する母か ら什分の一の律法について学ん

だのです。

家の西には菜 園があ りました。そこには

じゃがいもも植 えられていました。ある.日

妹 と私 は父か らこう言われたことを覚 えて

います。「私 たちには 食べ きれないほ どた

くさん じゃがい もがある。お前たちが売 り

に行 きたければ，そうするが よい。」妹のア

リスと私は じゃがいもを掘 り出す と，ホテ

ル まで運んで，それを売 って きたのです。

これだけにな りました と，お金 を父に見せ

ると，それをどうす るつ も りか と聞かれま

した。私たちは，ふた りで分け合って欲 し

い ものを買うつ もりであると答えた ところ，

父はこう質問してきました。「什分の一は ど

うするのかね。」そしてこんな話をして くれ

たのです。「主は私たちのためになることを

して下 さる。私たちは苗木を植えたり耕 し

たり，収穫 したりするが，この地 は主のも

のなんだよ。雨 も日光 も主が注いで下 さる。

什分の一は主 のものなので，私たちはいつ

もそれを主にお返しするんだよ。」父は私 た

ちに什分の一 を納めることを強制 したわけ

ではあ りませ ん。ただ私 たちに理解で きる

ように説明し，什分の一 を納めることが誉

れであ り特権であることを感 じさせ て くれ

たのです。

前に もお話 したことがあ りますが，友人

の牧場へ連れていって もらった時のこ とで

す。友人は新 しい大 きな車の ドアを開け，

中に体 をすべ り込 ませ ると，得意気に言い

ました。「僕の新車どう?」 快適な乗 り心地

でした。車は田園地帯に入 り一軒の新築の

家の前で止 まりました。美 しい家で，見晴
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ら しの よくきくところに建ってい ました。

彼はまたも.誇らしげに言いました。「これが

僕の家だ。」

彼は草の生い茂 った丘に向かって車 を走

らせ ました。太陽が丘の向こうに沈 もうと

しています。彼は広大な 自分の土地を見渡

しながら北の方を指 して言いました。「向 こ

うに林が見えるだろう。」夕暮れの中にその

林が浮かんで見えました。.

今 度は東 を指して言いました。「湖が夕 日

に輝いているね。」それ も見えました。

「今度 は南
，向こうに切 り立った崖があ

るね。」私たちは向きを変 えなが ら遠 くの方

に 目をや りました。そして彼は，西の方に

ある小屋やサイロ，家 を一つ一つ説明 して

くれました。「あの林，湖，それか らあの崖，

農場 の建 物， これに囲 まれた土地は全部僕

の ものなんだ。」彼はゼ スチャーたっぷ りに

自慢 しました。「それか ら牧場 の方 に牛 の

群れが見えるだろう。あれ も全部僕の もの

さ。」

そこで私は，この ような財産 をだれか ら

手 に入れたのか と尋ねました。彼は不動産

権利書をい くつか持っていたために，政府

か らその土地 を譲 り受 けたのでした。弁護

士 はその土地が抵当に入っていないことを

証 明して くれてい ました。

「政府はこの土地 をだれか ら手に入れた

のかね。」私 は尋ね ました。「政府はこの土

地の代償 として何 を支払ったのだろ っ6」

私の心にパウロが大胆に語った詩篇の作

者の言葉が浮か んで きました。「地 とそれ

に満ちている物 とは，主の ものだか らであ

る。」(1コ リン ト10：26)

それか ら私はこう尋 ね ま した。「その権



利は地球の造 り主であ り所有者であ る神か

ら与えられた ものではないかな。神は支払

いを受けたのかね。この土地は君が買った

ものかね，借 りたものかね，それとももら

った ものか な。もらったのな ら，だれか ら

だろ う。買 ったのな ら，い くらで買ったの

かな。借 りたのなら， きちん と地代 を払っ

ているかね。」

私 はこう続けました。「とにか く，い くら

だったんだい。この農場 は何 と引き準えに

手に入れたのか な。」

「金だよ。」

「その金は どこか ら手に入れた?」

「僕の苦痛 と汗 と労働 と力によってさ
。」

私はまた尋ね ました。「じゃ聞 くが，君に

苦 しみに耐える強さ，働 く力を与え，汗を

流させ ているのは何だい。」

彼は食べ物だ と答 えました。

「じゃ
，その食べ物は どうしてできるの

かな。」

「日光 と空気，それに水 と土だ。」

「じゃ
，そ うした要素 を地上に もたらし

たのはだれだね。」

私は詩篇を引用 しました。「神 よ，あなた

は豊かな雨 を降 らせて.疲 れ衰 えたあなた

の嗣業の地を回復 され……ました。」(詩 篇

68：9)

「じゃ
，『土地が君の ものでないなら，君

は土地の所有者にどれだけ地代 を払 うかね。

聖書には 『カイザルの ものはカイザルに，

神の ものは神に返しなさい』 とある。君は

収入の うちどれだけ カイザルに返 している

かね。神には何パーセン トかな。」

「君は聖書 を信 じているかな
。予言者マ

ラキが述べ ている主の戒めを受け入れるだ

ろうか。モーセがパロに言った，地が主の

ものである という言葉 を信 じるかね。」

私 は続けました。「聖典のどこを開いても，

神がこの土地の権利を君に無条件で与えら

れた とは書いていない。

そ うい う聖句は見つか らないが，詩篇に

はこ うある。『……主 を待ち望 む者 は国 を

継 ぐか らである。』(詩 篇37：9)

私 は天父が天上の大会議で私 たちに約束

したもうたことを思い出す。『われ ら降 り行

かん。・か しこに空間あればな り，而 してこ

れ らの材料 をとりて，これ らの者の住まう

べ き地 を造 らん。』(ア ブラハム3：24)

こ うなると，単に金 を払えば権利が手に

入れ られるというこ とだけでは説明がつか

な くなる。

これは地 を譲 り渡す ということではな く，

神の戒め を守るとい う条件の下で人に用い

させ るといっことなんだ。」

友人は納得のいか ない様子 でぶつぶつ言

っていました。「これは僕の ものだよ」 と，

まるで 自分が卑 きょうな借地人であるとい

う明確 な事実 を，心の中で打ち消そうとす

るかのように。、

あれか らどれだけ年 月が経過 したでしょ

う。私は彼が宮殿の ような家の中で，ぜい

た くな家具 に囲 まれて息を引き取 るのを見

ました。彼の財産 は途方 もな く大き くなっ

てい ました。私は彼の手 を胸の上で合わせ

ました。葬儀では追悼 の話をし，その後行

列について墓 まで行 き，ひつ ぎを埋葬 した

のですが，彼が 自分の所有だと宣言 してい

た広大な土地 と比べ，その墓はあの背が高

く太った彼が ちょうど収 まる くらい しかな

か ったのです。
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後 日，私は彼が 自分の ものだ と主張 して

いた土地を訪れました。'黄金色 に色づ いた
「

穀物，.緑の牧草， 白い綿花。 自然は主 人を

自称 していた者が世 を去っても少しも変わ

っていませ んで した。

愛する兄弟姉妹，証 します。什分の一は

実に偉大な祝福の源であ り，私たちを益す

るために与えられた律法 です。家族 を集め

て，御父より注がれると主が証 してお られ

る約束 をもう一度読んでみていただきたい

と思います。だれ もが この約束を手にする

ことができるのです。「わたしの宮に食物の

あるように，十分の一全部 をわたしの倉に

携えてきなさい。これをもってわたしを試

み，わたしが天の窓 を開いて，あふ るる恵

み を，あなたがたに注 ぐか否か を見なさい

と，万軍の主は言われる。」(マ ラキ3：10)

「わたしとわた しの家 とは共に主に仕 え

ます。」(ヨ シュア24：15)こ の聖句を私 た

ちのモッ トー としようではあ りませ んか。

私たちが これを実行 し， ヒゼ キヤのよう

に心 を尽 くして戒めを守れば，主は苦難の

時代にあって も私たちを導 いて下 さいます。

その時に私 たちは，私たちに注がれた主の

助けをしみ じみ と感 じ，主の数 々のみ恵み

と思いや りに深い愛 と感謝の念を向けるよ

うになるで しょう。主は私たちの救い主で

あり，偉大なる力を有す る御方なのです。

私たちがふさわしい者である限 り，私たち

の中にあってこの大変な時代 を切 り抜けら

れ るよう助けて下さいます。私はこのこ と

を確かに知 ってい ます。

6

ホームティーチャーへの提言

1.什 分の一の祝福について 自分 自身の証

を述べ る。家族の中で， このような経験

がある人にその時の気持 ちを話 して もら

う。

2.こ の記事の中に，家族が朗読で きるよ

うな聖句があるだろ うか。 また，それ以

外の聖句で一緒に読みたいと思 うような

ものが あるだ ろうか。

3.キ ンボール大管長は，什分の一は経済

に関す る律法であると同時に，霊にかか

わる律法で もある と指摘 している。什分

の一の霊的な祝福 について話 し合 う。

4.什 分 の一 を納めることを習慣づ けるに

は どうしたらよいか，その方法につ いて

尋ねる。

5.前 もって訪問先の家長 と打ち合わせて

お くと， もっとよ.い話 し合 いができるの

ではないだろうか。定貝会 リーダーや監

督か ら，什分の一に関して家長に伝える

メ ッセージはないだろ うか。



私 は手術を翌日に搬 て入院していまし
た。それで夫 は勤めか らの帰 り道，私

の様子 を見に寄 り， ジャッキー(私 たちの

お気に入 りのベ ビー シッター)が ワー ド部

のピクニ ックに我が家の3人 の幼 い娘たち

を連れて行 って くれたことを話 して くれま

した。ジャッキーの父親が病室に入って来

たのは，それか ら5分 ほどしてからで した。

ジャッキーの父親の話では，我が家の末娘

が シー ソーか ら落 ちてあごにひどい傷 を負

い，今下の応急処置室 で傷 を縫 い合わせて

いるところだというこ とでした。

ピクニ ックに行 っている間に，6歳 の末

娘はあたりを見回して，ふ と自分の家族が

だれ もいないことに気づいたのでしょう。

そこには一緒に行 ったひとりの姉だけ しか

見 当たらなか ったのです。 しか しその姉 も

日曜学校の クラスのお友達 と遊んでいまし

我 が 家 の 偉 大 な ホ ー ム テ ィー チ ャー ，ブ レー ドン兄弟

シヤロン エルウェル'麟
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た。娘に とってその公園は不案 内で した し，

刻一刻 と・あた りは暗 くなってい きます。娘

の心にはいろいろな思いがどっと浮かんで

きました。そして突然，人々の耳に娘の悲

鳴が聞こえたのです。その時，娘は 自分が

何をすべ きかをちゃん と知 っていました。

娘は 「ホームテ ィーチャーに会いたい」 と

言ったそうです。ものの数分 もたたないう

ちに娘はブレー ドン兄弟のや さしいひざに

抱かれていました。 もう心配す ることはあ

りませんで した。

私は，彼のようなホームティーチ ャーは

ほかにいない と確信 しています。ブ レー ド

ン兄弟の方法は彼独特の ものですが，その

結果は， ホームティーチ ャー あるいは訪問

教師 として よく奉仕 したいと思っている私

たち皆に とって模範 となるものです。ブレ

ー ドン兄弟 をホームテ ィーチャーに持づ家

族はどこ も，'彼を自分たちだけの最良の友，

真っ先に助けて くれる人，真夜中にで も電

話 をかけられる第一の人 と考 えています。

ブレー ドン兄弟が このように慕われる秘

密はどこにあるのでしょうか。プレー ドン

兄弟はこれ まで担当の家族に奉仕 してきた

わけですが，私たちが 「ええ，みんな元気

です」と言 うの をやめて，「御存 じとは思 い

ますが の ことが気がか りなんです。

あの子 と話 していただけるとうれ しいので

すが」 と気がねな く言えるよ うになったの

は，いつか らでしょうか。

きっかけはたぶんフィンレー姉妹の一件

を知 ってか らだ と思 います。フィンレー姉

妹は腰痛 で寝たっき りでしたが，ある夜痛

みに耐えられな くなって，プレー ドン兄弟

に祝福 をして くれるように電話 しました。

す ると即座にかけつけて くれたというので

す。
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我が家の場合 は，夫のジョンが遅 くま.で

働いていた夜に起 こりました。娘のケイテ

ィーが夕食後，突然熱 を出して，長椅子に

ぐった りとなっていた時のことです。苦 し

そうな声 を出していました。ブレー ドン兄

弟が ドア をノックしたのはちょうどその時

でした。ブレー ドン兄弟が椅子 に腰 を下ろ

すな り，ケイテ ィーはは うようにしてブ レ

ー ドン兄弟のひ ざに もたれかか り，いかに

もほっ とした様子 を見せて寝入 りました。

その姿 を見ていて，私は彼に娘 をベ ッドに

寝かせて帰って くれるようにとは言えませ

んで した。ブレー ドン兄弟 は， ケイティー

を気づか ってひ ざに抱いたまま，夫が帰宅

するまでいて ぐれました。それか ら彼は帰

り道，薬局に寄って薬を買って きましょう

と言 って くれました。そればか りではあ り

ませ ん。その夜遅 くと翌 日，ケイテ ィーは

ホームティーチャーから具合 を尋ねる電話

をいただいたのでした。

ブ レー ドン兄弟の もうひ とつ異な る点は，

決 して数 をこなす ような訪 問をしないこと

です。教会の集会が終わった後，「お元気で

すか?」 と聞 くだけでホームテ ィーチング

をす ませて しまうようなことは しません。

ブレー ドン兄弟は我が家 にただ姿 を見せ る

のではなく，話 をしに来て下さるのです。私

たちは彼から， もっと大切 な家族があるの

で急がなければならないといった印象を受

けた ことはあ りませ ん。我が家 もブ レー ド

ン兄弟の大切な担当家族なのです。そして，

彼 自身もそのことを私 たちに知 らせ て くれ

ます。

ブ レー ドン兄弟の教 え方はユニー クなも

のに違 いあ りません。テネシー生 まれなの

で，小 さいころにしたいろいろないたず ら

や海軍時代 の愉快な船の上 での冒険談 をた



くさん知 っています。ですか ら彼がさっと

我が家の状態を見た後，お話のひ とつ もし

ないで帰 りで もしたら，私たちは本当にが

っか りして しまうこ とで しょう。彼が喜 ん

で時間 を割いて くれることが，彼の私たち

に寄せ る愛の何 よりの証拠なのです。

また彼ほ ど忍耐強い人 もいないでしょう。

我が家の3人 娘 を一度にひざに抱 くのです

から。私 も子供が言 うことをきかな くてど

うして もだめな時に，1度 か2度 抱こうと

したことがあるのですが，到底で きること

ではあ りませんで した。そして，いやな顔

ひ とつ見せずに， じっと娘たちが髪 をとく

のにまかせていられるのです。ブレー ドン

兄弟は とて も几帳面な人ですが，子供たち

と遊んで下 さった後で，美 しい白髪が乱れ

て上に突き出ているの を見 ると， 日の光栄

の人格 を備えた人 という確かな証拠 を見て

いるようです。

ブレー ドン兄弟はす ぐそれ とわかる愛や

関心 を示すだけでな く， 自分が関心 を示す

のは召 しか ら言 って当然の ことだ というこ

とも明 らかに しています。家族の誕生 日に

は必ずや って来て下 さいますし， クリスマ

スやイースターの時にはまた，「あなたのホ

ームテ ィーチャーよ り愛をこめて」 と書き

添えた贈 り物を子供 たちに持 って きて下 さ

います。このようにしてブレー ドン兄弟は，

他の人 を思いや るこ とは天父に対す る私 た

ちの義務 であることを子供たちに教 えて下

さっているのです。

ブレー ドン兄弟は我が家の大切 な出来事

に も参加 して下 さいますが，それは彼の方

か らの一方的なものではあ りませ ん。長女

のジェーンが断食証会で確認の儀 式を受け

ることになっていた時のことです。ジェー

ンはブレー ドン兄弟の姿が見えないので，

そわそわ と落ち着かない様子で した。自分

の家族に囲 まれていて も十分ではなか った

のでしょラ。ブ レー ドン兄弟が別の集会か

ら遅れて入って きて，後 ろの ドアに一番近

い席に腰を下 ろした時は，それは満足気で

した。ジェーンは， 自分のためにブレー ド

ン兄弟が他の計画 を喜 んで犠牲にして下さ

ったことがわかっていたのです。ジェーン

は自分の名前が呼ばれると，通路 を通 って

ブレー ドン兄弟の ところへ 歩み寄 りました。

そして，ふた りは手に手 を取 って確認の儀

式の輪のところに戻 り，娘の人生 で最 も大

切なひ と時 を共に したのです。.

天 の教 えもこの世の人々によってつぶさ

に示 されれば， どんなにか明白で理解 しや

すいことで しょう。 ジェーンの8歳 の誕生

日にブレー ドン兄弟が下 さった本には，バ

プテスマ と奉仕についての非常に重要 な原

則が 自筆で書かれてあ ります。そして最後

にこう書いてあ ります。「天のお 父 さまは

あなたを愛 しておられます。そ して， あな

たが幸福になることを望んでお られます。

あなたのホームティーチャー，ブレー ドン

兄弟 より」我が家の子供たちが天父の愛を

とてもすんな りと感 じることができている

のは， 自分の愛の気持 ちを表現 し，家族以

外の人 を信頼す ることを知 っているか らで

しょうか。

私 も訪問教師 としてブレー ドン兄弟のよ

うにな りたい と念願 してい ます。それは家

庭訪問について良い話 を聞いたか らとか，

だれかが私の義務 に気づかせて くれたか ら，

またこれを怠ると家庭訪問率が低下す るか

も知れないからという理由か らではあ りま

せ ん。 自分の召 しを本当に理解 したひ とり

の人が， その大 きな可能性 を示 して下 さっ

たか らなのです。
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不活発会員を

強める

七十人第一定 員会会員

A・ セ ：オ ドア ・タ トル

再 活発化は・教会における他のあらゆる
努力 を成功に導 く最 も重要 な鍵 である。

よく調べてみる と，ワー ド部の活発なメル

ケゼデク神権者のパーセンテージこそ最 も

よくそのワー ド部の成長 を示 していること

がわかる。子供 たちが霊にかかわる目標を

達成す る上 で，両親の模範の力が他のいか

なるものにもまして重要であることか ら考

えても，私 たちは予防 と活発化 とい うこの

ふたつの方法 を通 して不活発の悪循環 を断

ち切 らなければならない。

ホームティーチ ングは人々を活発にする

ための手段 である。これにとって代 わるい

かなる新 しいプログラムおよび組織 も見い

だすこ とはで きない。

教会の指示によると，ホームテ ィーチン

グは月一度の訪問に限られてい るわけでは

ない。活発な会員であれば，月末にあたふ

たと訪問 して も別に問題は起こらないか も

しれない。 しかしその ような方法で活発に

なるとしたら， それは偶然 というものであ

る。

活発化 させ るにはホームティーチングを

しか も理想的なホームティーチングを続け

て行 なう必要 がある。ではす ぐれたホーム

テ ィーチャー もいればそれほどではない人

もいることがわかっていながら，なぜ活発

化のためにホームティーチ ャーが使われる

のだろうか。それは主が彼 らに委任 された

か らである。(教 義 と聖約20：53-55参 照)

ここに，単にホームテ ィーチングに行 くと

い うことと遣わされるとい うことの違いが

出て くる。

マ リオン ・G・ ロムニー副管長 はこのよ

うに言っている。「私 たち一 人一 人に責 任

がある……私 たちの管理の下 にいる人々が

誓約 を破 った場合，それが私 たちが よく教

えなかった結果起こったことだとすれば，

それについても責任があるのである。」(『誓

約 に従いて』「聖徒 の道」1976年2月 号)

救 い主は，今 まだ広 く応用 されていない

ひ とつの原則を教 えられた。「あなたがたの
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うちに，百匹の羊 を持 っている者がいたと

する。その一匹が いな く，なった ら，九十九

匹を野原に残 しておいて，いな くなった一

匹を見つけるまでは捜 し歩かないであろう

か。」(ル カ15：4)私 たちは，活発な人々

に払 っているよりももっと多 くの関心 を，

不活発な人々に対 して払わなければならな

い。

見いだす

不活発な人々を不活発 としてひ とつの グ

ループに入れて しまうこともで きるが，彼

らを活発にす るためには まず最：も受け入れ

やすい人々を見いだ し，その ような人たち

か ら働 きかけていかなければな らない。

モルモン経の中のひ とりの兄弟はその良

い例である。アルマ書10章5節 の中で，ア

ミュレクは 自分の不活発な状態をこう述べ

ている。「私 は主の道 と奥義 と驚嘆すべき

能力とについては，まだ多 くのこ とを知っ

ていない。」ここに問題がある。往々にして

不活発な人々は，福音 を十分に教わってい

ないのである。

彼はこう続けている。「ところが私 は心

をかた くなにしてたびたび呼ばれて も聞 き

従おうとしなかった。 それであるか ら，こ

れ らのことが確にあることを知 りなが ら，

これらについて知 りたが らなかった。」(ア

ノレマ10：5-6)

ホームティーチ ャーや両親，他の人々が

彼に活発になるよう一生懸命働 きかけた と

思われる。しか し彼はそれらのことを正 し

いと知 っていなが らも，心 をかた くなに し

て決 して受け入れ ようとはしなか った。

彼は自分が人々の間では少なか らぬ名誉

ある者 であ り， 自ら努め励んで大 きな富を

得たと言っている。
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彼 はただ福音 をよく理解 していないだけ

で善良かつ熱心な働 き者だったのである。

そして内心は活発にな らなければならない

と何年 も思い続けて きていた。彼は活発な

状態に戻 るべ きである とわか っていなが ら

なお も反抗 し続けていたのである。

主はア ミュレクの心 をすべて御存 じであ

った。そこでアルマ を送って彼にホームテ`

イーチングをさせ，活発にさせ よ うとされ

たのである。ア ミュレクは準備が できてい

た。そ してアルマは彼の家を訪れるために

導 きを必要 とした。それからどんなこ とが

起 こったかは御承知の通 りである。(ア ルマ

8：14-22，10：7-9参 照)

どのワー ド部にも，ア ミュレクのよ うな

善良で正直な人が大勢 いる。知識はあるが

まだ十分ではない人，病気で教会 を離れて

いる人， もっと充実 した生活 を望んでいる

人々である。 このような人々の中には善良

な父親 もいれば町の指導者 もいる。そのほ

とん どが知識 と証 を持 たないだけの普通の

末 日聖徒 である。ただ彼 らに共通 している

ことは，家庭にあって霊的指導者でないと

いう点である。

信仰ある人々が これ らの兄弟たちを訪ね，

友 となって彼 らを愛し，福音 を教 えるな ら

ば，彼 らとその家族 は必ずや戻 って来 るに

違いない。

不活発になるのを防 ぐ

不活発 とい う問題 を解決するにはふたつ

の方法がある。不活発にならないよう前 も

って手 を打つことと，再活発化 をはか るこ

とであ る。 これらは同時に行 なわれなけれ

ばならない。不活発な成人の後には不活発

な若者が続 く。調査の結果，不活発は年齢

的に早 くか ら始 まることがはっきりしてい



る。すなわち，不活発 な両親の子供たちは，

小さいうちか ら不活発になる傾向にあるの

である。

活発，不活発 を問わず，両親 は自分の子

供たちに対 して責任がある。だれ も両親の

特権 を侵害すべ きではないが，監督会には

若人たちが不活発にならないよ う援助する

既定の責任がある。では指導者 は何をする

ことができるだろうか。

活動の回数や費用は大 して重要ではない。

大切なのは若者 と指導者 との親 しい関係 で

ある。若者の指導者は不活発な人々に手を

差 し伸べ なければならない。彼 ら`と友達 に

なって一緒に行動 し，彼らの特別な必要 を

満 たしていただきたい。

そしてどの活動 も意義深い価値あるもの

となるよう，奉仕 の精神 と霊性の高揚 を目

指 して彼らとの活動 を強めて頂 きたい。

ミズー リ州のあるステーキ部長会は，導

かれて19歳 から26歳 までの若い兄弟たちと

面接 を行なった。面接 を受けた15人 の うち，

12人 は現在伝道に出る準備 をしている。世

界中の教会には機会 さえあれば同様の反応

を示す人々がもっと大勢 いるはずである。

人に合わせた教え方 をする

不活発な人を見いだして助けるには，メッ

セー ジをその人に合わせなければならない。

ではジョ}ン ズ兄弟の場合 を見てみよう。

彼はホームティーチャーが来るといつ も彼

らの話にさからった話 をす るようにしてい

た。新 しいホームティーチャー と同僚が ジ

ョー ンズ兄弟の家を訪 ね，奥 さんや息子 さ

んに会 った時，家族には少 しも受 け入れよ

うとする気持 ちが見 られなか った。ホーム

ティー チャーは訪問のたびに決 まったよう

に天気 のことにつ いて話 した。 ところがこ

れが効 を奏 したのである。 というのは，ジ

ョー ンズ兄弟は気象学者だ ったのである。

彼は非常に頭が良 く，ホームティーチャー

を少々おびえさせ るような雰囲気 さえ持っ

ていた。しか し彼らは毎月定期的に数 カ月

間にわたって彼 を訪問 した。

それから長老定貝会会長 との個 人面接の

折， そのホームテ ィーチャーは ジョーンズ

兄弟に タバ コをやめ ることを勧めてみるよ

うに言われたのである。そのホームティー

チャーはこのように答えた。「私にはできま

せ ん。 まだむずか しいんじゃないでしょう

か。」

しか し長老定員会の会長はこのように言

い張 った。「次の面接の時には，タバコをや

めるように勧めた時のジ ョーンズ兄弟の反

応を報告 して もらいます よ。」

個人に合わせた教 え方 をす る最良の方法

というのは，定員会の会長 とホームティー

チャーが，その家族のために何 をしてあげ

られ るか をいろいろ話 し合 うことではない

だろうか。双方がその家族について知 って

いることと家族に対する気持 ちを出し合い，

主 ならどうされ るだろうか と祈った後で，

ホームティーチ ャーにその仕事 を割 り当て

るのである。

次の訪問の時， ホームテ ィーチャーは勇

気 を'もってジ ョーンズ家に赴いた。今度は

ただ訪 問す るとい うのではな く，遣わされ

ているとい う気持 ちであった。私 たちは遣

わされている とい う気持 ちがあると訪問す

るに も一層勇気がわいて くるものである。

ホームティーチャーが使 いとい う気持 ちで

訪問で きるよう彼らに特定の事柄 を割 り当

てるこ と，これが神権面接の真の目的のひ

とつである。私たちはヤ コブの 「私ヤ コブ

はまず主か ら使命……を授 け られ」(ヤ コ
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プ1：17)と い う力強ヤ・教えを思 い起こす。

ジョー ンズ家 を訪問 したホームティーチ

ャーは前半はいつ ものよう.に進めていった。

しか し次第に落ち着 きをな くしていった。

彼は何 をしなければならないかわかってい

たが，それをするだけの勇気がないように

思えたのである。訪問の3分 の2が 過 ぎた

頃，ホームティーチャーは深呼吸 をし，主

に力.を願 うとついに話 を切 り出 した。

「ジ ョーンズ兄弟ヴ科たちか らの今晩の

メッセージは簡単 なものです。」ジョーンズ

見弟の 目がホームテ ィーチャーの目と会っ

・た瞬間，ホームティーチャーはこう言った。

「今晩お話 したいことは
，'あなたにタバ コ

をやめ ていただ きたい とい うことです。」

2，3秒 間沈黙があった後，ホームティー

チャーが再び話 し出した。「なぜタバコをや

めていただきたいか と言います と，私たち

がジョーンズ兄弟 を愛 しているか らです。」

そのホームティーチ ャーの誠実な声の響

きはみたまとあいまって， ジョー ンズ兄弟

にそのような感動的な勧め をしたのは確か

にそのホームティーチ ャーの愛に よるもの

だということを理解 させ たあである。.

ジ ョーンズ兄弟はやっ との思いでこう言

った。「タバ コをやめるのは どん なに辛 い

ことかわか りますか。」

ホームティーチャーはこう答えた。「私 に

はよくわか りませ ん。でもジ ョーンズ兄弟

ならきっとできると思います。そ うしなけ

ればな らないのです。あなたはこの教会で

必要 とされています。活発な会員 に戻るた

めの第一段階は まずタバ コをやめ るこ とで

す。」

ジョー ンズ姉妹が話に割 り込んできて言

った。「あなたならできます。きっとできま

す とも。」

14

「ああ
，なん とかやめたいものだ。」ジ'ヨ

ー ンズ兄弟は答えた
。

それか ら少 し話 した後，ホームティーチ

ャーがこのように言った。「ぜ ひ教会に戻 っ

て来て下 さい。」

ジョーンズ兄弟の答.えはこうだった。「そ

れはできませんよ。私は少 しも活発 じゃな

いですか らね。」

ホームテ ィーチャーはすか さず こう言っ

た。「いいえ，活発です よ。私は兄弟が小 さ

な息子 さん と手をつないでこのあた りを散

歩 しなが ら，小鳥のこ とや草木.のことを教.

えてお られたのを見ました。それ こそ教会

が最 も大切に考えているこ とです。 自分の

子供 を教えるということです よ。」

ジョーンズ兄弟はこれに対 して反発する

口調 もな く淡々とこう言った。「私 には組織

立った宗教に入って うまくやってい くなん

てできないんです よ。」

ホームティーチャーはこの ように答えた。

「でも家 で家庭の夕べ を開 くこともできま

す。そんなに きゅうくつ に考 えないで私 た

ちのホームテ ィーチングのような感 じでや

ってみては どうですか。それなら組織立 っ

た宗教 という感 じはしないで しょう。その

中でお祈 りをす ることもできます し，家庭

の夕べのテキス トを使 うこともで きます。」

それか らホームティーチャーは家族 と祈'

.りをし，帰って行 った。後に，ジ ョーンズ

兄弟はそのホームティーチャーの娘にこう

言 っている。「あなたのお父 さんは私が 今

まで出会 った人の中で最 も素晴 らしい人だ

よ。」

その不活発だった兄弟は現在監督会の一

員である。このホームテ ィーチャーは，担

当の兄弟の必要 に合 わせ た教えをしなけれ

ばならなか った。それは主がホームティー



チャー を通 して彼にお与えになった もので

ある。

訪 問はふた りずつ組んで行 くのが望 まし

い。時折， その人と個人的に話 した方が良

い場合 もある。時間や状況が限 られてしま

っているような場合は，個 人的に会って話

す方が都合がいいし， メッセージの内容に

よってはその人の奥さんや子供 の前ですべ

きでない ものもある。

不活発な人というのは，医者にかかって

いる患者のようにそれぞれ異なっている。

熱 を計ってもらいアスピ リンを飲 ませて も

らわなければな らない人 もいれば，大変な

悪性腫瘍で苦 しんでいる人もいる。それぞ

れに集中的な治療が必要なのである。

人によっては直接的なアプローチを用いる

宣教師のアプローチは直接的である。そ

の ような方法 をとらなければ，多 くの人が

悔い改めのメッセージに応えることがで き

な くなる。これ と同様のアプローチを必要

とする不活発会員が大勢いる。

恐 らく不活発な男性会員の10パ ーセン ト

は，今す ぐにで も悔い改めの声に応 じて長

老にな り， あるいは神殿結婚 をす ると思わ

れる。私たちは彼 らを招 き入れなければな

らない。

あるステーキ部で， この直接的なアプロ

ーチを取 り入れることに した
。ホームティ

ーチャーたちは14軒 の家 を訪問 し， その家

の父親に直接 こう尋ねた。「あなたは長老

にな りたいと思いませんか。」14人 の父親の

うち14人 全貝が 「な りたい」 と答えたので

ある。 この返事 を聞いてホームティーチャ

ーはこう言った。「それでは，私 たちにお手

伝いさせ て下さい。」

・ソル トレー クミル クリー クステー キ部に

は500人 の長老見込み会貝がいた。ひ とり

の兄弟が指導者にこう言った。「誘いの声 を

かけるだけで10パ ーセ ン トの人を活発にす

ることができます。」 その時 までに，長老の

聖任 は年間せいぜい14名 位 しかなか った。

それか ら2カ 月半の うちに，47名 の兄弟に

次のステー キ部大会 で聖任 を受ける備 えを

させ たのである。報告によると，彼 ら全員

が今 なお教会で非常に活.発にや っていると

いうことである。彼 らが成功 した理由は何

だっただろうか。ステーキ部の会員たちが

そのチャレンジを霊感 を受けたものとして

とらえたこと， そして不活発な兄弟たちが

自ら変わ りたい と思 ったこ.と.である。

このような経験はほとんどどのステーキ

部に もある。直接的なアプローチは成功 を

もた らして くれる。

個人的な関係を築 く(間 接的なアプローチ)

個 人的な関係 を築 くためには，コ ミュニ

ケー ションをよくしなければならない。こ

れが方法である。友達になるには不活発な

家族 と同 じ立場 に立ってみなければならな.

い。初めての訪問や二度 目の訪問では，次

のよ うな話題 を持ち出すようにする。

「今の時期は木の葉がきれいですね
。」

「今 シー ズンの野球は どこが勝つ と思い

ますか。」

「今年 の夏は気持 ちのいい夏で した
。」

「今年 の冬はどんなで しょうねえ
。」

「小 さい頃はどちらにお住まいでしたか
。」

「どんな関係のお仕事 ですか
。」

正式なホームテ ィーチングのあい間をぬ

って，たびたび訪問することもできる。た

まには同僚 を伴わずにひ とゆで訪問するの

もよい。その人の家 の芝生の上に立って雑

草の抜 き方 を教 えた り，あるいは雑草に慣
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れて気に しな くなるため の方法 な どいろ

いろ話すのである。 また畑を耕 している所

へ行って手伝 うのもよい。家族にパンを持

っていってあげた り， 自分の家でとれた果

物や野菜などを分けてあげるこ ともできる。

徐々にその人に愛 され るようにな るために

何 でもやってみるのである。その人が犬を

飼 っている場合にはその犬 とも仲良 くなら

なければならない。

子供たちには全員に誕生カー ドを送るよ

うにし，彼 らが何か特別なことをした時に

は，手紙 を書 いた り電話 をかけた りす る。

このように してその家の子供たちに愛 され，

喜ばれれば，それはその家の父親に も愛さ

れているということになる。だれで も知 っ

ているように，確かに娘に気に入 られ るた

めにはその娘の母親に気に入 られなければ

ならないのである。

個人的に関心 を示 し， たびたび訪問す る

ことによって友情が徐々に培 われてい く。

家族を夕食に招待 した り，一緒に公園に行

った り，スポーツを見に行った り， ピクニ

ックに行 った りす るの もよい。ホームティ

ーチングの担当 として不活発な家族が割 り

当てられたなら，彼 らの所に出かけて行っ

て親 しくなるための時間 を作 らなければな

らない。 この ように して個人的な関係 を築

くのである。

担当家族が若 い夫婦の場合 には，おばあ

さんに行って もらい，料理や キルティング，

家計のや りくり，子供の世話に関す る知識

を教えて もらうようにす る。また 自分の妻

にその若い奥 さんを買い物に連れて行かせ

る方法 もある。そ して彼女が買い物 をして

いる問， 自分の子供たちに彼女の子供 たち

のめん どうを見させ るのである。また彼女

が何か用事がある時にはいつで も子供たち
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の 面倒 をみるこ とを知 らせてお く。

御主人がスポーツ好 きな人であれば，長

老定員会 と一緒の野球に招待す ることもで

きる。 また御主人 と息子 さんを一緒に釣 り

に誘 うの もよい。あるいは奥 さん と一緒に

定員会のソーシャルプログラムに招待す る

の もよい。

この ようにして彼 らは次第にあなたのこ

とを知 っていき， あなたを信頼す るように

なってい く。 そしてあなたが 自分 たちに関

心 を持 ってお り，本当に気にかけて くれて

いるこ とを知 るようになるのである。 こう

して願 っていた良い時期が来たら，一対一

で神 のことについて次のように話 を切 り出

す とよい。「ジョーンズ兄弟，兄弟が家庭 に

あって霊的な指導者 となるようお手伝いさ

せていただきたい と思 います。」それか ら家

族 の祈 りや家庭の夕べ，福音の勉強や子供

たちに聖典 を読んであげるこ と，知恵の言

葉 を守ることなどを提案するのである。

教会のあ らゆ る組織を利用す る

不活発会貝に対 して，.ホームティーチ ャ

ーのことばか り述べ てきたが
， ワー ド部の

組織 もホームティーチャーに とって大 きな

助け となる。ワー ド部のコー リレーション

評議会 を通 して，ワー ド部 をあげて特定の

家族 を改宗あるいは活発化 させ るよう働 き

かけるこ とができる。神権組織，補助組織

を問わずすべての組織に参加 して もらい，

毎 月特定の家族を選んで活発化のために努

力して もらうのである。

初等協会 と日曜学校の教師はそれぞれの

働 きを相互調整 しなければならない。まず

不活発会員の子供たちの名前.を捜 し，両親

を訪 ねて子供たちをこれ らの組織に来 させ

るように し，それか ら初等協会の子供たち



は各年齢別 グループでその手助けをするの

である。アロン神権者は自分の定員会の中

の不活発会員 をフェロー シップ し，若い女

性(ビ ーハ イブ，マイア メイ ド，ロー レル)

は不活発家族の 自分たちと同年齢の女の子

をフェローシップす る。扶助協会の姉妹た

ちは，母親 と若い女性 たちをレッス ンや ソ

ー シャルに招待 し
，援助 を与えることがで

きる。神権者の兄弟たちは，家庭 を訪問 し

て父親が(す でに述べ た方法で)活 動 を始

め るように援助 し，ホームティーチャーは

ひき続 きホームティーチ ャー としての仕事

を続ける。

神権役 貝会では，全体の働 きが調整され，

集中的に行な.われるように特別 な計画 を練

る。この方法は，年 輩の人や若者に真の愛

と奉仕の気持ちを形にして示 させ るとい う

価値 のあるものである。

教師 も家族 も全員が一緒になって努力 し

なければならない。家族全員が一度に活発

になるよう家族 の一 人一人に同時に 目立た

ないなが らも効果ある働 きをす るのである。

これはキャン.ペーンの様にではな くごく

自然に，参加す るすべての人々が真の クリ

スチャンとしての奉仕の気持ちをもって，

穏やかに誠実に行なわなければならない。

福音 セ、ミナーを開 く

どの不活発会員に も共通 して欠けている

根本的な事柄がふたつある。証 と知識であ

る。福音 の原則を教 えるためにも，テーマ

にこだわらず福音セ ミナー を開 くべ きであ

る。

これ らの兄弟姉妹は次の ような事柄を学

ばなければならない。(1)福音の救いに関す

る儀式，(2)ふ さわ しい状態で神権を受ける

ための段階，(3)悔改 めの段階 と神殿推薦状

を受 ける方法，(4)活動 と奉仕の喜びである。

このようなセ ミナーは普通，男女5人 ず

つの割で家庭で開 く方がよ り効果的である。

場合 によっては教会 で開 くの もよい。

これらのセ ミナーを通 して不活発な兄弟

姉妹 の必要 を満 たすようにする。

リッチフィール ドのあるステーキ部長か

らこのような手紙を受けた。「私 たちは1977

年 の夏にセ ミナー を始めました。それ以来

5つ のセ ミナー を管理 しています。その結

果活発化 の対象となっている274組 の夫婦

がフェロー シップ委貝 として召され，353

名 の長老見込み会員 と奥 さんが登録 されて

います。またす でに40組 が神殿に行 きまし

た 。147名 の長老 見込み会員はセ ミナー を

修了 し現在活発にや っています。活発にな

った人々の多くは指導的立場 に立っていま

す。」

祈 り

兄弟姉妹 を活発にさせ るために欠かす こ

とのできないのは祈 りである。「世の人々が

思 う以上 に多くのこ とを祈 りに よってなす

ことができる。」(ア ルフレッ ド・テニスン

『アーサーの死』 物 幼 傭(ゾ 漉θ癬 ㎎

「王の牧歌」415-16行)

私 たちは， 自分 自身 と彼 らのために祈 ら

なければならない。 さらに強い信仰 と勇気

を願 って祈るのである。

天使がアルマに， 自分がや ってきたのは

人々 とアルマの父親の祈 りに答えたか らで

あると言 ったことを思い出 していただきた

い。(モ ーサヤ27：14参 照)

ミズー リ州のあるワー ド部か らはこのよ

うな報告が届 いている。「監督会 と長老定

員会の会長会は，ど の兄弟を活発にさせ，

次の 日曜 日の集会に誘 ったらよいかを知る
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ために断食をして祈 りました。そ してその

週に，彼 らはそれぞれひ とりの兄弟 に次の

日曜 日の集会に集 うよう誘いかけ ました。

声 をかけた6入 の兄弟の うち4人 が集会 に

や って来 ました。その集会の中で，監督は

彼 らに意見を求め ました。す るとひ とりの

兄弟は前の 日曜 日に(同 じ頃に彼 らの名前

が出されていました)自 分の生活 を立て直

したい というとても強い気持 ちに駆 られ，

その日に教会に行 くという決心をした と話

して くれました。 もうひとりの兄弟 もまた

前の 日曜 日に，同 じように生活を立て直 し

たい という気持ちになった と話 しました。

彼はもう40年 間も教会に来ていなかったの

ですが， もう一度行 こうという決心 をした

のです。3番 目の兄弟は集会の後 で監督 を

捜 し出し， これか ら活発 になって しっか り

や ってい くと約束 しました。」

そのステーキ部では，30軒 の不活発家族

が選ばれ， そのうち16軒 はす ぐに良い結果

を得ることができた。'

責任への召 し.

だれでも皆だれかのようにな りたい，何

かをしたい と思っている。私たちは皆認め

られ，受け入れ られ，仲間にな りたいと思

づている。私たち と同様に，不活発な兄弟

姉妹 も教会で奉仕する召 しを受けたい と思

っているのである。ではあなたが本当のあ

るいは想像上の理 由で人々に無視 され傷つ

けられているとする。また責任 を解任 され

てから，権能 ある人がひとりも教会の責任

のことについて話 しかけてこない とする。

こうして半年か ら1年 そして数年 間 「見捨

てられ」ている とする。そうした場合， あ

なたは教会に対 して健全な見方ができるだ

ろうか。少 なくとも機 嫌を損ね，皮肉のひ
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とつ も言い，次第に批判的になっていって，

ついには不活発になるのではないだろうか。

一般的に言って，不活発会貝は長い期間無

視されている場合が 多い。

彼らが関心を示 し始め進歩が見 られたら，

彼 らを能 力に合 った奉仕 の責任に召すべ き

である。 もちろん兄弟の場合 には， フェロ

ー シップ をして くれた人のホームティーチ

ングの同僚 として召されることもあ る。そ

してその後ふ さわしい召 しが来るのである。

不 活発な人々は必要 とされ求め られたい

と思っている。彼 らは価値 あることをした

いと望んでいるのである。彼 らにその機会

を与えてあげなければならない。

一致 した不断の努力を続ける

私たちには次に述べ るような適切 な 目的

をもって，不活発 な友人や家族が活発にな

るようや さしく誠実に導 く責任がある5そ

の 目的 とはす なわち彼 らが主 に近づ き， 人

人 と親 しくなれ るように助けること，この

世 にあってまた永遠にわたって与えられる

主の祝福 を完全に享受す るように助け る.こ

とである。私 たちが これらのことを熱心 に

追い求めるな らば，必ずや成功するに違 い

ない。

活発化のために私 たちは一致協力して働

かなければならない。 このような努力は教

会の他の面での成功に影響 を及ぼすのであ

る。私たちは確かにそのような努力を続け

なければならない。

この点に関 しては私 たちの中にもあまり

積極的でない人が いる。願わ くは，私 たち

の努力が最初の悔 い改め を結ぶ実 とならん

こ とを。



4，800キ ロ に か け た婦 人

E・ デ ー ル 』・ レ バ ロ ン

「1・6獅認 盤 ：建 墓錠
苦 し い もの です 」 とメ イ ビス ・ハ ッチス ンは語

6て い ます 。

実 際 ， そ れ は1，600キ ロ どこ ろ では な く4，800

キ ロの 旅 とな りま した 。 この53歳 の 南 ア フ リカ

人 は1978年 ， ロサ ンゼ ルス か らニ ュー ヨー クま

で 走 り続 け， 文 字 通 りア メ リカ大 陸 を横 断 しま

した 。 そ して彼 女 は 南 ア フ リカの ヨハ ネ スバ ー

グに戻 っ てか らバ プ テ スマ を受 け ，.末 日聖 徒 イ

エ ス.・キ リス ト教 会 の会 員 とな り永 遠 の旅 のス

ター トを切 っ..たの で す 。 どち らの 旅 もチ ャ レ ン

ジに 富 ん だ もの で あ り， 同時 に 限 りな い報 い を

備 え た もの です 。

「私 は息 子 た ち を追 い 回す こ とか ら始 め た の

です 」.と 彼 女 は 冗談 ま じ りに 語 っ て い ます 。.し

か しそ れは 本 当 で した。 彼 女 に は6人 の 子 供 が

い ます が ， 最初 下 のふ た りの 息子 が ラ ンニ ン グ

を始 め ま した 。 そ して37歳 の 時， 彼 女 は 自分 の

健 康 の ため に と子 供 た ち と ジ ョギ ン グ を始 め た

の です 。1963年 ， トラ ンス バ ール では 競 歩 が と

て もは や り ま した。 そん な 中 で メ イ ビス は いつ

の間 に か 「国 中 で トップ競 歩者 の ひ と り」 とな

って いた の です 。 彼 女 は そ の競 歩 が 好 きで した。

絶 えず 忍 耐力 を伸 ば し， 自己訓 練 と 自己発 見 を

す る こ とが で き たか らです 。

メイ ビス は 自分 を運動 家 な ど と思 った こ とは

一 度 もあ りませ んで した
。彼 女 の 父親 ジ ョージ ・

ボ 「 ン は キ ンバ リー で ラ ンナ ー と して ま た ラ グ

ピー 選 手.と して 活 躍 して い ま した 。 「世 界 最大

の 人 造 穴」 の あ る この キ ンバ リー で，.彼 はダ イ

ヤ モ ン ド採 掘 会 社 の 社 員 として 働 い て い ま した。

神 経 質 な子 供 だ った メイ ビ スは ， 十代 の初 期 に

舞 踏病(聖 ウ イ トウス舞 踊病)，に かか り，3度

に わ た って3カ 月 間 もの 療養 生 活 を余儀 な くさ

れ ま した 。6人 の子 供 の母 親， そ して現 在 は7

人 の 孫 の い る こ の ヨハ.ネスバ ー グのアー ネス ト・

ハ ッチ ス ン夫 人の 生 涯 で ， ラ ンニ ン グな どとい

う もの は考 え も及 ば な い こ とだ った の です 。

歩 くこ とカこら始 め た 彼女 は ク ロス カ ン ト リー

ラ ンニ ン グ に まで 手 を広 げ ま した 。 そ して 南 ア

フ リカ共 和 国に 女 性 の クロ ス カ ン トリー を正 式

な ス ポー ツ として 認 め て もら う よ う熱心 に 働 き

か け ま した。 結 果 的 に彼 女 は，、もっ と多 くの仕

事 を引 き受 け る こ とに な りま した 。1969年 ，彼

女 は 外国 に お け る南 ア フ リカ を代 表す る最初 の

女 性 チー ムの マ ネ ー ジ ャー に任 命 され ， 英 国一

周 を果 た し ま した 。

こ の こ ろ まで に 彼女 は ラ ンニ ン グに 真 剣 に取

り組 む よ うにな つていま した。そ して 彼女 は 「世

界 一 厳 し い マ ラ ソ ン の ひ とつ 」Co〃z勉4θs'

ル1β翅 加 π(同 志 マラ ソン)に 出場 しま した 。海

抜760メ ー トル の ピー ター マ リ ッツバ ー グを 出

発 点 と して 「海沿 いの 町 ダ ーバ ン まで の ス リル

に 満 ちた87キ ロの 道 」を走 るのです。 これ は 「下

りマ ラ ソン」 と言 わ れ る もの で， 毎 年交 互 に行

な わ れ て い る 「上 りマ ラソ ン」 は ， ダー バ ン を

出 発 点 と して ピー ター マ リ ッツバ ー グ ま で息絶
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え絶えに上っていくものです。

その頃には，走ることが彼女の人生になって

いました。彼女は自らにむち打ってもっと大き

な試合へ と挑戦していきました。そして1978年 ，

彼女は生涯最大のふたつのチャレンジに直面し

たのです。ひとつはアメリカ合衆国横断マラソ

ンを完走する.こと，そしてもうひとつはモルモ

ンの宣教師のメッセージを受け入れることでし

た。

彼女は合衆国へ向かおうとしていた矢先，宣

教師に出会いました。しかし 「最後の準備にお

おわらわの時」だったので，また来てくれるよ

うに頼みました。

1978年3月12日 ，ロサンゼルス市役所の階段

に立った彼女は，自分が精神的にも肉体的にも

「生涯最大のチャレンジ」に立ち向かっている

ことを知ったのです。「それは私の最.大の望みだ

ったのです。でもなぜかとても不安でした。.本

当に走れるのだろうか。私の前には何が待って

いるのだろうか。十分な力があるだろ.うか。よ

く準備はしてきただろうか。もっと良識をもっ

て家に残った方が良かつ.たのではないだろう

か。」

時計が9時 を打つと同時に彼女はスター トを

切 りました。それからは2台 のバンに付き添わ

れて毎朝午前4時 に出発，食事の時に立ち止ま

るだけで1日14時 間走 り続けました。13の 州 を

走り抜き，3つ の時間変更線を越えました。一

度に一歩ずつ踏み出してその数は600万 歩 に達

しました。彼女は25足 の くつを順番にはき替え

て走り， くつの修理回数は40回 にも上 りました。

天気の方は，まるで計算されたかのように変化

に富んだものでした。4週 間，彼女は厳しい暑

さの中，重い足どりで走 り続けました。そして

次の4週 間，幾度となく足元を狂わせるような

強風の中を懸命に走り抜いたかと思 うと，今度

はひどい寒さの中を トラックスーツ2枚 ，ベレ

ー帽
，手袋，ジャンパーに身を包み，その重さ

に耐えてよろめきなが ら走 り.続けました。その
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後 は7日 間 ， 止 む こ とな く雨 が 降 り続け ま した 。

1枚 の レ イ ン コー トで は1時 間 も.すれば 体 が ぬ

れ て しま い ます 。 そ こ で彼 女 は ， レイ.ンコー ト

を2枚 着 ま した 。 そ の結 果 ，4時 間 ぬれ ず に 走

るこ とが で き ま した 。

彼女 が大 変 な思 い を したの は 天 気 だ け で はあ

りませ んで した 。 「車 が とて も こわか った 」 と彼

女 は語 っ て い ます 。 あ る危 険 な直 線 コー ス では ，

車 が7秒 ご とに す ごい ス ピー ドで 走 り過 ぎ ま し

た 。 彼女 は ただ1日 走 る の を休 み ま した。 それ

は33日 目の こ とで した 。向 こ うず ね が 肉離 れ を ・

起 こ した ため 続 け る こ とが で きな くな っ た の で

す 。 しか し翌 日， 彼 女 は歯 を食 い しば り文 字 通

り右 足 をひ きず りな が らコー スに 戻 りま した。

「私 は こ の苦 痛 に 耐 え る 勇気 を求 め て た び た

び祈 りま した 。」 彼 女 は こ う回 想 し て い ます 。

「神 に 痛 み を取 り去 って下 さ る よ うに祈 っ た の

では あ り ませ ん。 痛 み に耐 え られ る よ うに助 け

を願 ったのです 。」 彼女 はマ ラ ソ ンの 間 中 たび た

び祈 りま した 。「『神 様 ， ど うぞ風 に 立 ち 向 か う

力 をお 与 え下 さ い。 最 後 まで 走 り抜 くζ とが で

き る よ う忍耐 力 と意 志 力 をお与 え下 さ.い。』 今 ま

で私 は 一度 も完走 で きそ う もな い な ど と思 っ た

こ とは あ り ませ ん 。 しか しそ の 日1日 を ど う し

た ら走 り抜 け るか ， 次 の1時 間 を ど う走 り抜 い

た ら よ いか と思 い迷 う こ とは あ りま した 。 そ ん

な時 私 は い つ も， ジ ョン ・ヘ ン リー ・ニ ュー マ

ン の美 しい 讃 美歌 の 次 の よ うな 言葉 で祈 りを捧

げ ま し た。 『神 よ， 足 も.とを 守 りた ま え， 遙 か

ま で とは願 わ ず』 と。」(讃 美 歌119番 『と りま

く闇の 中 を』)

こ うして 次 第 に天 気 が 和 ら ぎ， 「最 後 の2日

間 は 絶 好 の 天 気 とな り ま した。」 彼 女 は ス ピー

ドを上 げて ニ ュー ヨー クに 入 り，5月20日 の正

午前 ， つ いに 市役 所 に到 着 し ま した 。彼 女 は 太

平洋 岸 か ら大 西 洋岸 ま で合 衆 国 を横 断 した歴 史

上 唯一 め女 性 ラ ンナー とな った の です 。69日 と

2時 間40分 を走 り抜 い た彼 女 は喜 び と興 奮 に包

まれ な が ら も ゴー ル が 「あ ま りに 突 然 や って



きた」ことに驚.きの色を隠せませんでした。

それは価値のあるものだったでしょうか。「は

い。私は自分の突飛な夢をと.にかく実現しまし

た。大変な仕事でもよく備えさえすれば，不可

能なことは何もないことを学びました。年齢は

関係ありません。ハンデ ィになるものは何もあ

りません。とにかく自分でやらなければならな

い.のです。だれも自分の代わりに走っては くれ

ないのです。私はまた失敗も大切なことだと知

りました。私たちは失敗から教訓を得，忍耐や

努力，失望 を受け入れる力を学びます。」

あの厳しいマラソンは，何らかの現実的な方

法で彼女に福音に対する備えをさせてくれたの

です。あの開かれた道は 「私の心を開いて，未

知の分野に私 を到達させて くれました。私には

自分を見いだす用意ができ.ていたのです。」失敗
.の恐れや困難な仕事から来る苦痛を克服した彼

女は，真理を尊ぴ偽りをきらう揺るぎない自己を

確立したのです。そして長距離走 という.「完全

な孤独」が，彼女に喜びを見いだす気持ちを起

こさせたのです。

ヨハネスバーグに戻って1カ 月もたたない頃，

自己発見につながるもうひとつのチャンスが訪

れました。前とは違う別のふたりの宣教師が彼

女の家を訪ねたのです。彼女は6回 のレッスン

に熱心に聞き入りました。「私が彼らの訪問を

とても喜んだので，.彼らはそれからずっと欠か

さず来てくれました。」しか し彼らが次の土曜日

.にバプテスマを受けてはどうかと勧めた時，「私

はすっかり驚いてしまい，次の土曜 日は忙しい

こと，そしてこれからずっと忙しくなると自分

に言いきかせました。」

しかし彼女は，自分自身のことをあまりにも

知 り過ぎていたため，この二度目の大きなチャ

レンジを断わることはできませんでした。「私は

ただ言い分けをしていただけなのです。私がも

し教会に加わらない方を選んだとしたら， また

自分の道を見失ってしまうこともよく.わかって

いました。なぜなら私の生活には前にはなかっ

た光があることを知っていたからです。」

彼女の下さなければならない決断ははっきり

していました。.しかしそれを実行することは容

易なことではありませんでした。家族の中で彼

女だけがバプテスマを受け，ただひとり教会貝

となるのです。そして生涯の3分 の1を 今まで

とは違った生 き方をしていかなければならない

のです。これらは確かに胸の痛むことでした。

しかし彼女は祈 りました。そして 「天父のみた

まが私に正 しいことをしなければならないと告

げるのを感じたJの です。みたまはまた 「私だ

けがそれを選ぶことができる」 とささやきまし

た。

彼女はついに決心しました。1978年9月30日

午後4時30分 ，彼女はラマ教会堂でバプテスマ

を受けるため.に順番を待って.いました。.その時

の気持ちは，ロサンゼルスでの経験を思い起こ

させるようでした。「私と一緒にバプテスマを受.

け る人が大勢いました。、その人たちは確信に満

ちていてとても落ち着恥ていました。またとて

も幸福そうでした。それに比べ私はとてもおど

.おどして，不安で，何かとてもみじめな気持ち

でした。私は十分に準備を.してきただろうか。

正しいことをしていただろうか。それはとても

大きな約束です。本当に守り通すことができる

か心配でした。」

教会に入ったことは価値のあることだったで

しょうか。前と同じように確かにその通りでし

た。「私は自分が正 しい決心をしたと思ってい

ます。これからも次の1歩 を踏み出すために力

を祈 り求めるようなことがたびたびあるかもし

れません。しかしバプテスマを受けた後，私は

目的地に到達できることを知ったのです。これ

こそ私の生涯で最 も大切な旅なのです。」

バプテスマを受けてからの彼女は，日曜学校.

書記，扶助協会の社会の教師，訪問教師，そして

当然のことながら活動委員会の体育ア ドバイザ

ーとして活躍してきました。
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質 疑 応 答
本誌の回答 は問題 解決 の一助 として与え られた もの であ り,

教会の教 義を公式 に宣言 する もの ではあ りませ ん。

罐購一鍵
撫･

神権の力によらすに,

病を癒すことが

できるでしょうか。

ウ ィ リア ム･E･ベ レ ッ ト

ステー キ部祝 福師,ブ リガム･ヤ ング大学

教会歴 史 と教義学部名 誉教授

暉 の質問につ いて考えると
,主 の使徒た

..

ちが救 い主 に向か って尋ねた言葉が う

かんで きます。

｢『先生
,わ たしたちはある人が あなたの

名を使って悪霊 を追 い出 しているのを見 ま

したが,そ の人はわたしたちあ仲間でない

ので,や め させ ました』。

イエスは彼に言われた,『 やめさせないが

よい。あなたがたに反対 しない者は,あ な

たが たの味方なのである』。｣(ルカ9:49-

50)

癒 しが善いこ とであるのは明 らかです。

しか し,そ の方法は神権 の儀式のほかに も,

健康に役立づ習慣,薬 草,薬,信 仰 の祈 り

な ど,い ろいろなものがあ ります。
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誤にす ぎない,と 熱心 に主張 してい ます。

私の考えでは,肉 体 を超越 した精神の力

が働 いて病が癒 された場合,.そ の多 くは悪

魔 に操 られ る人で はな く,善 意を もつ人

によって行なわれた もの と思います。聖地

で病気が治 るという信仰 を例 にとって も,

これは必ず しも悪魔の仕業ではな く,む し

ろ神が定め られた 自然の法則をまだ解明さ

れないままに適用 しているにす ぎないので

はないか と思 うのです。また,こ のような

治療 をすべて悪魔 の為せ る業だと見なす と

すれば,病 人の信仰 を育 もうとしている善

良な人々に不当な目を向けることになると

思います。たとえその治療 に呪文や まじな

いが使われ,あ る場合 には神のみたまが少

しも現われていなかったとして もです。

しか し,中 には邪悪 な目的を持 った食わ

せ者がいて,精 神 と肉体 とを結ぶ真の法則

を悪用していることも忘れてはならないと

思います。悪魔 は悪い行ないしかで きませ

んが,悪 事 をた くらむ人間は往々に して善

悪の区別がつかない行動 を とるものです。

ブ リガム･ヤ ングは当時横行 していた催眠

術 を見て,次 のように述べています。｢催 眠

術は真理がひっ くり返 された ものである。

元来は神聖 で善 と義に則 した原則が,悪 魔

の力によってひっ くり返されたのであ る。

……悪魔の力によって生 じた原則があれば

見せて欲 しい。そのようなものを見せ るこ
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とはできないだろう。私に言わせれば,悪 は

善のひっくり返 されたもの,悪 用 された正

しい原 則で ある。｣(ノ∂κ7ηα1げ｣0ゴ密oπ鴬θs

｢説 教 集｣3:156-57)

正 しい原則が悪用された例 は,聖 書や教

会歴史の中に記 されています。た とえば,

エ ジプ トの魔術師は悪魔の力を借 りて,モ

ーセが神の力によって行 なった数 々の奇跡1

をそっくりまねて見せ ました。(出 エジプ ト

7-8参 照)古 代 の使徒の時代に,魔 術師

シモンはサ タンの力を神聖なもの として も

っともらし く披露 したので,｢小 さい者か

ら大 きい者にいたるまで皆,彼 について行

き,『 この人こそは｢大 能｣と 呼ばれ る神の

力である』｣(使 徒8:10)と 言 いました。

1830年,モ ルモン経の8人 の見証者のひと

りハイラム･ペ ー ジは,あ る石 を手に入れ,

それ を通 して教会に関す る｢啓 示｣を 受け

たと主張 しました。彼が受けた と称す る啓

示は,ジ ョセブ･ス ミスが主か ら授けられ

た啓示 と食い違 うもので したが,そ れに も

かかわらず オリヴァ･カ ウ ドリをは じめ幾

入かの教会員は,偽 りの方法で与 えられた

啓示にだまされて しまいました。そこで主

はオ リヴァに次の ように命 じられ ました。

｢汝 の兄弟ハ イラム･ペ ー ジを連れて行 き
,

彼がその石によ りて記録せ しものはわれに

よるものにあらずサ タンの欺 きしこ とを彼

に語 るべ し。｣(教 義 と聖約28:11)そ れか
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小さな本
ジヤツク ・フエルショー

購 一『コ■■彫 鰯1

『「」7冒一

私 がまだ10歳の時に感じた紳 の愛に対
するあの燃えるような証は，今 もなお，

私の心を熱 くさせ ます。それはひとつの と

て も恐 しい出来事に遭遇 して， 自分を支え

て くれる力を必要 としていた時に与えられ

た ものでした。心の奥深 く根 を下 ろしたそ

の証は真理追究への足掛か りとな り，後に

は福音に対す る証，そして末 日聖徒イエス ・

キ リス ト教会へ と私 を導 くことになったの

です。

話はマギーおば さんと，そのおばさんが

私の一番年下の妹にク リスマスプ レゼン ト

として くれたf十 戒」 という一冊の小さな

本か ら始ま ります。私の知っている人で，

マギーおばさんほ ど天使 に近 い人はいませ

んで した。それで私は何の疑 いもな く， そ

の本に書かれていることにはすべて従わな

ければならないと思 い込んだのです。

おばは聖書を愛 していました。その人生

は無私その ものであり，時々家族が集まる

とよく， イエスの教 えを学び，それ を毎 日

の生活の道案 内とす ることの大切 さについ

て話したものでした。私はおばの家にいる

と暖かで安 らかな気持 ちを感 じました。そ

してその小さな本を読み，ひとつの家族 を

描いたさし絵 を見ると，その安 らかな思い

が よみがえって くるので した。 自分の家庭

もこんな家庭に したい と思った ものです。

あれは妹のエ ドレス と弟のウェイ ドと一

緒に，家から畑を隔てた所にある砂丘で遊

んでいた時の ことです。ふ と何か空模様が

変わった ような気が して，空 を見上 げると，

嵐 を伴 ったたけ り狂 うような黒雲がす さま

じい勢いで近づ いて くるのが見えました。

前にもそのような嵐を見たことがあ りまし

た。一度 は風車 をめちゃくちゃに し，畑の

周 りの木立ちの枝 をもぎ取 り，小 さな納屋

の建 ってる位置 を動か してしまったことも

あ りました。

私 たちは恐怖に駆 られ，エ ドレスは泣き

始め ました。私は弟 とふたりで，エ ドレス

の手 をひき，家に向かって走 り出 しました。

しか し，妹の足では長い道の りを速 く走る

こ ともできず，牧草場 と果樹 園の向こうに

家が見えるあたりまで来 ると，思 うように

進む ことができな くな りました。息せ き切

って進みなが ら，私は 「大丈夫，神様が守

って くれ る。あの 『十戒』に書いてあるこ

とを守る人は，神様が守 って くれるんだ」

と言い続けました。

何べんその言葉 を繰 り返したことでしょ

う。なかば下の子たちを元気づ けるように，
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なかば祈るようにして。『主は小 さい子供 を

愛しているのよ。』，『神様が人に望んでいる

のはその戒め を守 ることだけなの。入が願

い さえすれば，神様 は助けて くれ るのよ。』

私 もとて も恐かった。しかしふた りを恐が

らせ ないために， それを表に出す ことはで

きませんで した。嵐の勢いが強 くなりきら

ない内に，家にたどり着かなければな らな

い とはわかっていても，エ ドレスのた どた

どしい歩みでは， それ もかないませんでし

た。それでも，おばの言葉， あの小 さな本

に書かれていたことな どか ら，私は主が助

けて下 さると確信 していました。

そしてあの証が来たのです。ちょうど桃

の木の区画 を過 ぎて， りんご園に さしかか

った時で した。燃 えるような，そして心を

奮いたたせ るような暖かい ものが私の体の

中に押 し寄せて きました。そして，私が恐

が る弟 と妹 に話 していることが真実である

とささや きかけてきたのです。その燃える

ような思いを私は決 して忘れませ ん。私は

自分の体が何か とても大 き くなったような

気が しました。 もう恐れはあ りませんでし

た。風の勢いはます ます強 くな り，ひ ょう

や大粒の雨が降 り始め ましたが，私は皆無

事 に家に帰れる と心に思いました。

遜〃多鰯
母が私 たちを見つけて駆けて来ました。

エ ドレスは母 の腕の中に抱え られ，私たち

は家 に向かって力の限 り走 りました。

'後 で私 はあの果樹 園の道で経験 した事柄

を， ひとりで思いめ ぐらし，あれは非常 に

霊的な出来事であ り， あの 「十戒」に書か

れた事柄 と関係があったのだということを

知 りました。で も私は，母や祖母，そして

マ ギーおばさんたちが宗教に関す るこ とを

話すのを聞 き，あの体験は 「十戒」の本の

内容 よりもはるかに多くのこ とを示唆 して

いることがわか りました。そ して，私が 自

分 で心に確信す ることが主が私たちに求め

ておられる生 き方であるとい うことを教 え

て くれ る教会がこの地上のどこかにあると

い うことを確信 したのです。

あの時の経験は私の宝 となりました。そ

して後に末 日聖徒の人々に会 った時，子供

の時に味わった と同 じあの燃 えるような思

いを再び味わったのです。それにつけて も，

聖書に対する真摯 な態度，そしてあの小さ

な本 を贈 って くれたことな ど，マギーおば

さんへ の感謝 の念は言い尽 くす ことができ

ません。
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嵐
キース ・ブラウンの話よ り

楽しいキャンフが突如凍りつく雨と洪水との戦いに変わる。ずぶ濡

れて疲れ切ったスカウトたちに決断が迫る。避難所を探すか死か。

シ エラ山に降 る夏の雨は大抵2・3時 間.
でやんで しまうので，その時 も私は大

して心配しなか った。私は少年たちに，荷

造 りをして雨の中をベ ンチバ レーの湖へ 出

かけることを告げた。そこは，つ りをす る

には最適の所だった。私たちはそれ までの

4日 間をキャンプや山歩 きをして過 ごして

いたので，熱帯の嵐ノーマンがカ リフォル

.ニ アで暴れ回っていた とは知 るよしもなか

った。 ノーマンは，猛 り狂 う風雨 を引き連

れ，海 を騒がせてアメ リカ大陸をわが もの

顔で横断しようとしていたのだった。 しか

し何も知 らない私たちは，その9月 の第1

月曜 日，冷たい雨に心地 よささえ覚 えてい

た。

監督つま り私 とワー ド部の探険好きな少

年 たちがシェラ山で1週 間過 ごすのは，恒

例 の行事 となっていた。私 も若い頃シェラ

山を何度 も歩き回ったことがあったが，そ

のせいか監督 となった今，一緒に山を歩 く

ことほど少年たちを身近に感 じさせて くれ

るものはないと思 っている。 さて，それは

私が指導者 と、して向行する6回 目の山歩 き

だった。 しか も，今 までで一番楽 なものだ

った。 まず，私のほかに リッチ兄弟 とクリ

スチャンセ ン兄弟 という成人者が同行 して

くれたこ と， そして第2に ，少年 の内の7

人 は前に一緒に来た経験があったことであ

る。初めてシェラ山に登 るのは，14歳 のふ

た りの少年だけであった。その うちのひと
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リステ ィーブン ・ナイ トは，兄が去年山か

ら帰 って来て，魚つ.りや友達 の.こと， また

自然の美しさについてあまり強調す るので

自分 も行 く気持 ちになったのであった。 も.

うひ と.りの初心者カー ト.・ムーデ ィも胸 を

わ くわくさせ ていた。が，彼 らも.普通の初

心者の ようにちょっ とした問題 をたびたび

引 きお こした。荷物 を背負いに くい と言っ

ては不平 を言い，.足首がはれた，筋肉がつ

った と泣 きごとを言った。しか しそれは と.

もか くとして， そg)日 は全員が11キpの 道

の りを思 う存分歩 き回った。私 たちは小さ

な流れ をい くつか渡 り，広い牧草地 を通 り

抜けてや っとベ ンチバ レーへ とたどりつい

た。

「まだキャンプの用意はす るんじゃない

そ。できればテン'トを濡 らした くないか ら

な。ひとまず ポンチ ョの ままで雨が止むの

を待 とう」 と私が言った。

私 はその時 もまだ，雨はいつ もの ように

す ぐ止むだろうと考えていた。 しか し，雨

は午後になって も止む気配を見せなか った。

そこで，私 たちはしかたな くテン トを張る

ことにしたのだった。

「かわいた木 を割つて火をおこそう」 と

私が言った。

す るとジムが尋ねた，「雨です ぐ消えちゃ

うん じゃないですか。」

「「その岩かげで火 をた くんだ
，少 しは雨

よけになるだろう。 とにか く，.雨でも消 え

ないようにた くさん燃 し続けるしかない。」

雨に濡れなが らも暖か い夕飯 を食べた後，

私 たちはそれぞれのテン トに入って雨の止

むの を待 った。風が吹 き始め，雨は止む気

配を見せ ない。

「ブラウン監督!」

その声に私 は目を覚 ました。夜，雨はま ・

だ降 り続いている。 と，私のテン トの外に

スティニブンがび しょ濡れになって震えな

がら立っていた。

「僕たちのテン ト漏るんです。僕び しょ

濡れで寒 くて死にそうです。」

私は，.スティーブンを私 と一緒のテン ト

のステ ィーブ ・リッチ と一緒に寝かせた。

スティーブ ンは自分のテン トの入口をあけ

放 したままで来 たこ とを私は知 らなかった。

その夜，彼 と一緒のテン トのカー トはずぶ

濡れで寝 ていたのであった。

それか ら数時間後，私 は何か冷たいもの

で息をふさがれたような気が して 目を覚 ま

した。雨で地面がゆるみ，テン トの くいが

1風 で吹 き飛ばされて しまったのである。テ

ン トの片方がつぶれて，たまっていた雨が

私たちの上に どっと落 ちてきたのだった。

私はや っとの ことでテン トの くいを直 し，

もう一度火をおこしに行った。 しか し帰っ

てみると，今度はもう片方がつぶれていた。

私はまたそれ を直 してテ ントの中に入った。

そうして，や っと体 を暖めることができた。

やがて雨のキャンプ地にも夜明けが訪 れ

た。キース ・ネルソン とマー ク'・ネルソン

が，彼 らのテ ン トか ら15セ ンチ と離れてい

ない所に池ができているのを見つけた。さ

らに，ほかのふたつのテン トの間には川の

流れ さえできてい牟。荷物は濡れないよう

に突 き出た岩の下に しまっておいたのだが，

水の勢 いが強 くてずぶ濡れになって しまっ
.ていた

。ほ とん どの少年たちの寝袋 も濡れ

てしまった。私た.ちの周 りを囲むがけか ら

滝の ように水が流れ，その水は谷へ と下っ

ていた。 まさに劇的なながめ であった。否，

恐怖のながめ と言って もよか った。

ク.リスチャンセン兄弟が言 っ却。「ここか

ら離れた方がいい。洪水にのまれる恐れが
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ある」

「ここはかな り高いんで しょう。雨が雪

に変わるかも知 れないよ。そうしたら吹雪

にや られてしまう」スティーブ ン ・ヤング

は言った。

ふた りの言う通 りだった。私たちは もっ

と暖かい所を求めて下ることに.した。そし

て，手早 くキャンプ をたたんだのだった。

「食糧はどの くらい持 っていけばいいん

ですか。 もどるのに全部持ってい く必要は

ないで しょう」スティーブ ・リッチが聞いた。

「そうだね
，必要なだけ持 っていけばい

いだろう」私 もそれに同意 した。

と，カーネル ・ハ ンセンがつぶや くよ う

に言った 「きょうは，車 に帰ろうよ， もう

雨はいやだよ。」

少年たちは皆，大 きな声で賛成 したが，

私には 自信がなかった。
1「しか し

，この雨の中をきょう中に32キ

ロも歩けるか どうか……。念のために4食

分の食糧 を持 っていこう」

「監督
，4食 分 もですか」

「そうだ，さあ， 出かけるぞ」

それからの道の りは悪夢に変 わった。洪

水の不安 はまさに的中したのだった。ズボ

ンのすそさえ濡 らさずに渡 った小川が荒れ

狂う大河に姿を変え，私 たちをさらって下

に引 きず り込 もうとす るのだった。いたる

所か ら滝のように水が流れ出ている。道さ

えも川になってしまったのでたどるのは困

難であった。風は行 く手の枝々をむちうっ

ている。私たちはわき道 を見失 って しまい，

マクソンメ ドウーズまで大 まわ りしていか

なければならな くなった。と，私は確か去

年牧場の中に森林警備隊員の小屋があった

ことを思い出 した。そこなら避難で きるか

も知れない。私 たちは冷たい風 と雨の中を
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ゆ っ くりと進んで行 った。や っと牧場 を見

渡せ る所 までたどり着いた時，私 たちは思

わず足 を止めた。

「湖!」

なん と，牧場はひざの深さまで水に埋 ま

ってしまっていた。小屋は， まるで箱舟の

ように見 えた。水か さはどんどん増 してい

る。 これでは小屋に入るのは無理だ。私 た

ちはその水の中を進んで行った。

水は私 たちの腰のあた りまで達 した。体

が冷 えきって，私たちはだんだんみ じめ な

思いになった。

「みんな，がんばって歩 くんだ， もう少

しで外に出られ るか らな」私 は少年たちを

励まして言った。

しか し，私はフォールクリー クのことを

まったく頭に入れていなかったのである。

それはほんの小 さな川で来る時に通 ってき

た ものである。その時は，幅が約3メ ー ト

ルで30セ ンチの深さであった。それが今は，

どしゃぶ りの雨で岸が洗われ30メ ー トルの

幅に広がった上に，深さは私たちの背を楽

に越 えるほどになっていたのである。

しか し，川は渡 らなければならない。事



態は最悪の ところまできていた。私たちは

ずぶ濡れで体は凍 るようだった。暖め よう

に も方法がなかった。ほ とん ど全貝の寝袋

は濡れていたし，避難所 もない。しか も木

はすべて水につか っている。一体水の量が

どの くらいあるのか， それは測 り知れなか

った。

川は是が非で も越 さなければならない。

しか し方法がない。歩いて渡 るには深す ぎ

る。波が荒 いので到底泳 ぐことはできない。

ましてや広す ぎて橋 をかけることもで きな

い。川上はがけにな.っていて，深い峡谷の

間を水が流れている。そこを渡 るのはまず

無理である。私は天父に，モーセのように

どうにか して川 を分け ることがで きるよう

にと祈 った。私たちは，渡れるよう.な道を

さがすために川下へ行 ってみることに した。

400メ ー トル ぐらい行 った ところで， リ

ッチ兄弟が偶然川のまん中に太 い松の木が.

ひ っかかっているめを見つけた。前にも川

にかかっている松 を見たこ とはあったが，

そのような大木は初めてであった。松の木

は両岸 まで届いていなかったが，両端が川

岸近 くのちょうど腰の深さの ところに沈ん

でいた。そこまではなん とか歩いていけそ

うだった。

まず， リッチ兄弟が安全を確認するため

に川 を渡 り始めた。松 の木に上がると松は

一瞬水の中に沈んだ ようであったが，す ぐ

に定着 した。 リッチ兄弟は慎重に松の上 を

向こう端へ と渡って行 った。そしてたど り

着 くと，下 りて川の中を岸へ と歩いて行った。

私は3番 目だ った。2，3歩 行 き始めて

私は足を止めた。ふた りの少年は助けなし

には渡れないことを思い出したか らである。

振 り向いたが，私の後ろにはすでにほかの

少年たちが丸太 を渡 り始めていた。

「キース」私は叫んだ
。ブロン ドの背の

高い少年が こちらを向いた。

「ステ ィーブ と一緒に渡 るんだ
，何かあ

った ら助けてや りなさい。」

彼はうなずいた。

「ジェフ
，君はカー トを助けてやれ」

「わか りました」ジェフが答えた。

キー スとステ ィーブンがつるつ るす る木

の上 を渡 り始めた。洪水で流された木や枝

や くずが丸太でせ き止め られている。

「ほ ら
，ここに足をかけて」キースがス

ティーブンを導いでいる。 しか し，キース

の言葉 を取.り違えたのか，ステ ィーブンが

足をかけた枝 は流れのあわの中に消えてい

.っ た。 と，スティーブ ンも沈み始めた。背

中の荷物が彼を完全に流れの中へ 引き入れ

て しまった。川は彼を丸太の下へ と押 し流

し始めた。そのままではスティーブンはお

ぼれて しまう。あわててキースが近寄って

スティープンの荷物をつかんだ。そして ぐ

い とひと引きして，や っと彼を丸太の上に

もどした。

どんなに怖 くても前に進 まなければなら

ない。ふた りはまた丸太 を渡 り始めた。が，

また もや危険がステ ィーブンを待ちか まえ

ていた。スティーブンが乗 った何本かの枝

が折れてしまったのである。スティーブン

は再び頭 まで水につか り，木の下に流 され

そうになった。キースが また彼を引き上げ

た。

こうした後で，ステ ィーブンはすっか り

おび えて先に進めな くなってしまった。キ

ースが彼の荷物 を背中からはず して運んで

や った。そして，キースに頼 りなが らステ

ィーブンはどうにか無事に丸太 を渡 り終え

たのだった。

岸 に上が るや いなや，スティーブンは震
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え始めた。体が冷 えきっている上 におぼれ

そうになったことでか.なりのショックを受

けたらしかっ・た。

「さあ乾 いた服に取 り替 えよ う」.そう

言って，私は彼の恐れを少 しでも取 り除こ

うとした。私 はスティー ブンに自分の下着

と毛糸のセーター を着せ てや った。また，

少年のひ とりが荷物の中か ら乾いたズボン

を持ってきて くれた。

彼が着替 えている間に他の少年 たちが木

を渡ってきた。

「気 をつけてな，お まえはステ ィーブン

より大 きいか ら僕の力で引っぱることがで

きるかわか らないから」ジェフがカー トに

話 している。

ふた りはゆっ くりとこちらへ向かい始め

た。その時木が ぐらっと揺れ， カー トはバ

ランスを失って川に落 ちてしまった。彼は

なんとか木につか まったのです っぽ りと水

に入ることはなか った。 しか し，川の流れ

と荷物の重 さでカー トは木の上には上 るこ

とができなか った。ジェフに も彼 を引っぱ

り上げる力はなか った。ふた りは しば らく

の間むだな抵抗を繰 り返 していたが，やが

てジェフ自身 もバ ランスを くずしそ うにな

った。それでもジェフはなん とか カー トの

背中から荷物 を取 るこ とに成功 した。それ

か らは，カー トは無事に丸太 を渡 って川を

越えることがで きた。

しか し，それで危険が去ったわけではな

かった。カー トにも私の乾いた服 を着せ た

が，スティーブンはまだ震えが止 ま.らずに

いた。体はす っか り乾 いていたが，震 えが

ひどくて口もきけないほ どだ った。全員が .

体 を暖め る必要があった。 しか しどうすれ

ばよいのかまった くわか らなかった。

道具 も衣類 も，木 も地面 も，本当に何 も
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か もが濡れていた。体温は下が り，風は.』

余計に寒けを感 じさせ た。ただひ とつ考 え

られ るのは，歩 き続けることだった。 リッ .

チ兄弟 もクりスチャンセン兄弟 もこれに同

意 した。とにか く脱出す るこ とだ。 しか し，

雨は止む様子 もな く水か さは増すばか りだ

った。

私たちは歩 き続けた。私の体 も冷 えきっ

て きた。頭がぼ うっとしてはっき.りともの

が考 えられな くなった。私は， これが低体

温症の兆候であることに気づ いて恐ろ.しい

気持 ちになった。体温が下がるにつれて，

体 が自らを暖める能力 を失 うのである。こ

れは，ハイカーに とって非常に危険なこと

であった。私は，ふた りの少年が最後 まで

持ちこたえて くれ るか不安になった。

私は2，3人 の大きい少年 たちに先に行

って乾いた木がないか見て くるように頼ん

だ。そして，神に祈 った。

15分 ほどたった頃私たちは彼らに追U・着

いた。 どうや ら倒 れた木を見つけた らしい。

「なん とか半分に割れました。真ん中の

乾いた部分 を取 り出したんですが，マ ッチ

が全部湿っていて火がつかないんです」ジ

ェフが言った。

「これがある」そ う言って私 は持 ってい

た ライター を差 し出した。「これを使お う」

カチ，私は ライター をつけた。 しか し何

の反応 もない。もう一度カチ ッ。前 と同 じ

だ。カチ， カチ，カチ。

「燃料がない.んだ」だれかが言 った。

「そんなはずはない
，来る前に買ったば

か りだ」私は繰 り返 しライターをつけた。

だが火はつかなか った。.

あ きらめて私はマ ッチを取 り出した。あ

りがたいことにそれはまだ濡れていなかっ

た。1本 す ってみ る。 しかし火はつかない。



2本 目，やは りだめだ。全部す っ1たが，つ

くのは1本 もなかった。

「天父よ，私たちが助けを必要 としてい

るのはご存 じでしょう。ふた りの少年は，

暖めなければ死んで しまうか も知れないの

です。 もし私たちがこの雨 と風の中で濡れ

たまま一晩過 ごす としたら，私 も死んでし

まうか も知れません。 どうか体 を暖め るた

めに火がつ くよ うに助けて下 さい。お父様

の助けが必要です」私は祈 った。

私 たちは全貝 のマ.ッチ をすってみ左。 し

か し，ひ とつ として火はつかなか った。

「天父よなぜ ですか。私 は彼 らの監督で

す。私たちはみんな，天父の助けを必要 と

しているのです。なぜ祈 りを聞いて下 さ.ら`.

ない のですか。お父様が必要です。 どうか

お見捨てにならないで下 さい」

しか し，答 えるのはふ きつけ る雨ばか り

だった。

「主 よ
，こうなった今，すべてを主にお

任せ します。私は もうどうしで よいかわか

りません」

私たちはまた歩き始め た。私の体は激 し

く震 えていた。時には少年たちの胸の深 さ

まである川の中を歩かなければな らないこ

ともあった。ただ，来る時に木にっけた印

だけが私 たち.を正 しい方 向へ と導いて くれ

た。 しか し，私たちには最後まで歩き通す

ことができないのはわか りきっていた。ふ

た りの少年たちの歩みは遅 くなっている。

行 く手にはもうひとつの川があるというの

に。 しか も，それは一番大 きい川であった。

不可能なことは目に見 えていた。

「少年 たちの両親に何 と言ったらいいの

だろ う。教会の青少年のキャンプがこんな

ふ うに終わるなんて。妻は，一体7人 の子

供 をどうや っ.て育て るだ ろうか。末 のメラ

ニーはまだたったの2週 間だ というのに。

もう，2度 と会えなくなるのか。」私の心配

はつのるばか りだった。それで も私は，前

に も増 して熱心に，絶えず祈 った。

ほ とんど絶望に近 い中で，私たちは雨に

身を任せ なが ら歩 き続けた。疲れた身をひ

きず りなが ら， とぽ とぽ と角を曲が った。

と， どうだろう。 目の前に小屋が見 えたの

である。それが確かに本物の小屋であると

わかるまでにしば らくの時間を要 した。し

か し，間違 いな く小屋であった。煙突か ら

は煙が上っていた。.マクソ.ンメ ドウーズに

ある水浸 しになった ものを除けば， この辺

りではただひとつの小屋であろ う。それは，

パ シフィックガス会社 と電気会社が冬の間

降雪量 を調べるために使つていたものだっ

た。

小屋には，すでに4人 のハイカーたちが

避難 していた。火が赤々 と燃えていた。傍

らにはたき木が山積みされ，そのほかに も
かん

毛布や食糧 などが入 った缶がい くつ も置か

れていた。助か った。

私たちは体 を暖め る，と，神の導 きに心か

ら感謝 を捧げた。私はふ と， もしあの時火

がついていた ら今頃 まだ嵐の中で苦 しんで

いたに違いないと思 った。

「天父よ，私が火を求めて祈 った時答え

て下 さらなかったこ とに感謝 します。これ

か ら心に不満や疑問が生 じた時には，.どう

か思 い出させて下さい。助けは次の曲が り
.角にあるとい うことを

。」.

.ライター をつけてみた
。火は1回 でつい

た。

嵐は，私たちを2日 半の間山に引きとめ

た。そして雪で白 くなった地面 を踏みなが

ら私 たちは家路についたのであった。
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神権iの力が確かに存在した

A・ ヘ イ マ ・ラ イ ザ ー

Σ星 った空気が凍 りついて肌につき刺さる

ような夜だった。息 をす るたびに，煙

突からはき出された石炭の煙が鼻をつ く。

あた りは霧に包 まれ，夕闇の中でますます

見通 しが悪 くなった。イギリスの冬は， い

つ もこっだ。

伝道に出て2カ 月目の私は，同僚 と一緒

に大急 ぎで 自転車を走 らせた。近 くの町 で
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姉妹宣教 師 と会 うことになっている。さき

ほ どの電話の声か ら，姉妹 たちが心を痛め

ている様子が感 じられた。近 くに住む会貝

が助けを必要 としているのである。

私たちは電話 を受けてか ら取 るもの も取

りあえず駆けつけると，姉妹宣教 師と一緒

にその会貝の家 を訪れた。 ドアを叩 くとひ

とりの女性が現われて，私たちを招 き入れ

た。中は とて も狭 く，部屋の片隅には暖炉

がある。薄暗い光に女性の顔が うつった。

ふ っくらとした顔立ちだが，疲労 と悲 しみ

のあま り目は真っ赤に充血 し，涙に濡れた

まつ毛が くもっている。暖炉のそばの子供

用ベ ッ ドを指 さした。 またひ とす じ涙が頬.

を伝 う。彼女 は泣 きじゃ くりなが らこう言

った。「赤 ちゃんが病気です。呼吸困難で，

お医者 さんは助か らない と言いました。」イ

ギリスでは厳 しい冬の寒さのために，た く

さんの乳 児が気管支炎や肺炎 を起 こして死

んでいた。

母親は，癒 しの儀式をして下さいと言っ

た。そ して，生 まれてわずか3週 間の小 さ

な赤ちゃん をベ ッ ドか らそっと取 り上 げ，

両腕でかば うように優 しく抱いた。赤 ん坊

をくるんだ清潔な リンネルには，涙が とめ

どもな く流れ落 ちた。赤 ちゃんの頭は まだ

小さ く，私の大 きな手 をす っか り按 くこと

はできない。それで も小さ く柔 らかい頭に

手 を按 くと，繊細な髪の毛の感触が伝わっ

てきた。

病人のために癒 しの儀式をするのは， こ

れが初めてだった。私 はどうにか間違 えず

に次のように宣言 した。「ソーニャ・ハルバ

ー ト
，イエス ・キリス トのみ名 と聖なるメ

ルケゼデク神権の権能により，……」その

時，私の体 中に力がみなぎるのを感 じた。

それは今 まで味わったことのない特別な も

のだった。疑 う余地はない。私はそのいた

いけな赤ん坊 を癒すために，全能 の神 のみ

手に使 われる器になったのである。

その後，時が経つにつ れて， この時の経

験 はしだいに薄 らいでいき，記憶のかなた

へ押 しや られていった。2年 ほど経って伝

道 も終わ りに近づいた頃，私はあの母子が

住む町で再び伝道することになった。同僚

とふた りで街頭伝道 をしていると，求道者

がや って来て，この近 くに教会員が住んで

いると言った。 さっそ く私たちはその家 を

捜 し， ドア をノックした。イギ リスの街並

は どこもよ く似ているので，その家が2年

近 く前に訪れた家だ とは，す ぐに気づかな

かった。姉妹 に招かれて， あの小 さな部屋

に入ってみ ると，明るい青 い瞳が じっと私

を見ていた。私は椅子に座 った。するとそ

のかわいい女の子が私 のひざに乗 ってきた。

金髪の巻 き毛 をなでてあげると， その時で

ある。あの 日の記憶が洪水のようによみが.

え った。重苦 しい夜，涙にぬれた母親，あ

えぎなが ら息、をする赤ん坊，そして紛れも

ない神権の力。私は心の中でつぶやいた。

「父 よ，感謝 します。 この幼い子供 を救 う

ために神権 を行使する特権 を与 えて下 さっ

たこ とを。」

この経験 によって，私は強め られた。そ

して，はっ きりとした確信 をもって次のよ

うに証 できるようになった。「神権が この時

代に回復 されました。神は生 きてお られ，

私たちを愛 してお られます。そして，偉大

な祝福が，神 の神権 を義し く行使す ること

によって もた らされます。」
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止
口 自 管理監督会第一 副監督J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク

何 年か前のこと・ひ とりの少年 が窃盗 と
い うゆゆしい行ないの現場 を捕 らえら

れ，刑務所 に入れられた。両親は慌てふた

めいたが， その筋の高位の人に知 り合 いが

いるか ら大丈夫，釈放 は間違 いないと息子

に請け合った。そして彼の監督 は，(こ の人

も善意か らではあったが)君 は有望な青年

であり，罰を受けないでも済む ように，で

きる限 りのことをするつ もりだ と言った。

しか しこの青年 は最後 に， 怒 りを爆発させ

るようにして言った。「あなたは，僕に対 し

て自分が していることの意味がわか らない

んでしょう。僕 は罪を犯 したんです よ。僕

が罪の償いもせずに釈放され ることにでも

なれば，あなたは僕に一生 罪の重荷 を負わ

せ るこ とになるんです よ。お願いですか ら，

罪の意識か ら逃れ られ るように，償いをさ

せて下 さい。」

明 らかな良心，それに伴 う安 らぎ， これ

に勝る賜はない。悩め る人を癒す ことがで

きるのは，救い主イエス ・キリス トの力 を

除いてほかにない。 しか し，主の癒 しを願

う入は，主が私 たちに与えられた順序 を踏

み行なう必要 がある。

告 白は完全な罪の赦 しを受けるための欠

かすことのできない条件 である。それは真

の 「神のみ こころに添 うた悲 しみ」のひ と

つのしるしであ り，罪 を清めるための一過

程である。新 たな出発 をす るには，良心 と

いう日記の中に，真 っ白な1ペ ー ジが必要

なのである。告 白は自分の行 ないによって

害 を受けた人 と主の両方に対 して行なわな

ければならない。そして，その過 ちが重大

なものである場合 は，正当な権能 を持っ，

神権管理役 員に対 して告 白しなければなら

ない。

「すべての人が，あるいはすべ ての神権

者が罪人の告 白を聞 く権限を与えられてい

るわけではない。主は秩序正 しい，首尾一

貫 したプログラムを定め られた。.教会 のす

べての会貝は教会の管理役貝に対 して答え

なければならない責任がある。(モ ーサヤ26

・：29;教 義 と聖約59：12参 照)ワ ー ド部で

あれば監督 に対 して，支部 では支部長，ス

テーキ部や伝道部 ではそれぞれの部長であ

る。権能の段階のもっ と上の方に行けば，

大管長 と十二使徒 会 を頭 とす る教 会幹部

である。」(ス ペンサー ・W・キンボール 「赦

しの奇跡」p.337)

監督 に対する告 白が求め られる過 ちとし

ては，姦通，婚前交渉，その他の性的な罪，

倒 錯， またそれに類す る重大な罪がある。

キンボール大管長はこう注意 している。「妥

協や あいまいな点があってはならず，完全で

隠 しだてのない告 白でなければならない。」

(「赦 しの奇跡」p.190)こ の こ とを覚 えて

いただ きたい。私たちが望んでいるのは，

悩める人々がその苦 しみか ら完全に解 き放

たれることなのである。予言者アルマは，

自分は永遠に燃える火によって滅びかかっ

ているという思いを味わい，「私は大いに苦

しんでさまよった末，死ぬほどの苦痛 を感

じて悔 い改め」た と語っている。悔い改め

はたやすいこ とではない。しかし，「神 のみ

こころに添 うた悲 しみ」は人を低 くへ りく

だらせ る。赦 しの賜が非常に甘美なもので

あ り， 罪を犯 した人を特別な愛の絆 をもっ

て，救 い主のみそば近 くに引き寄せ るのは
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このゆえんである。

私は監督をしていた時， 自分の責任 で最

も難 しくはあるが，心を清めて くれるのは，

ワー ド部 とい う家族の 「共通の判士」 とな

ることである と感 じた。心か らの告 白を聞

く時に， 自分が神か ら与 えられた責任を果

たし，.理解す るということが，いかに難 し

い ものであるか を知 った。 また私 は， 自分

が 自分だけに特別 に打ち明け られているそ

の事柄を固 く，心に秘 してお くという誓約

の もとにあるとい うことを理解 した。そし

て，みたまによってどのような対処の仕方

をすべ きか理解で きるように，何度知恵を

求めて祈 っただろうか。そして私は，.最も

思いや りのある裁 きとは，その行ないに相

当す る正 当な 「報い」 を与 えることに よっ

て，完全 に満たされるまで正義 を貫 くこと

であるというこ とを学んだ。その過 ちに対

して，当然受 け るべ き報 いを受 けな いこ

とは，部分的には条件 を満 たして も，その.

負債 を残 し，罪の重荷の一部 しか取 り除 く

ことがで きないのである。監督は同情心か

ら，.罪を大 目に見 るよ うに，心を動か され

ることがある。 しか し，正義 を抜 きにした

憐れみは，思いや りではない。

完全 な悔 い改め はその入を自由に し，言

い尽 くせゆ喜び をもたらす。

アルマはこの ように述べている。「ああ，

この時私の感 じた喜び と，私が見た驚 くべ

き光 とはいか にも大 きか った。 まことに，

私 はこの時前 に感 じた苦痛にひとしいほど

の喜びに満ちたのである。

……私がその時に感 じたほどの激烈な苦

痛が この世 にまた とあろうか。 またその時 .

に感 じたほどの甚 しく美しい喜びが この世

にまた とあろ うか。」(ア ルマ36：20-21)

私 は， 自分 の罪 を監督 に告 白することな

く，その代価 として時間や財産 を惜 しむこ

とな く捧 げ， また奉仕に務め ようとして，

何年 もの間，心にその重荷 を負ってきた教

会員たち と接 して きた。 しか し，その よう

な人々は良 き行 ないをもって，告 白に代 え

るこ とはできなか った。キンボール大管長

が説明 しているように，私 たちは樽 の中か

ら悪 い リンゴをすべ て捨てて，新たに始め

なければならない。(「赦 しの奇跡」p.190)

安 易 な道，近道 をもって，主の方法に代

えようとしてはいけない。きょう，監督に

電話 し，「監督，実は問題があ ります。監督

の助けが欲 しいんです。お うかがい して よ

ろしいでしょうか」 と言 うように決意 しよ

うではないか。監督はその言葉の意味を理

解することだろう。そ して，彼は特別 な鍵

と霊感 を授けられてお り，あなたが新 たに，

喜びに満ちた生活を始め る助け を与 えて く

れるであろう。
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㊥ ホεち翻眺 ちへ曾

パ ロワ ンでの出来事

オ リ ー ブ･W･バ ー ト

1854年2月･よ く聯 たある寒い

朝のことです。バルチモアから

来たひとりの若い絵かきは,あ たた

かいジャケットをはおり,ぼ うしを

かぶると,外 に散歩に出かけました。

彼はユク州の南部の小さなモルモン

村を探険しようと思ったのです。そ

の前の臼の午後,彼 はすっかり体が

つかれていて気分がすぐれなかった

ためにあまりよく村を見ることがで

きませんでした。今にも死にそうな

大ぜいの仲間といっしよに,そ のEヨ

を生きのびれるかもわからす,奇 跡

を望む気持ちもないまま,や っとの

思いで山々を通りぬけて来たのでし

た。しかし,彼 らが真下の谷に見た

ものはまさしく奇跡でした。村があ

ったのです。そこに立ちながら家々

は小さくほとんどが雪におおわれて

いましたが,石 のえんとつからはけ一
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むりがまっすぐ立ちのぼっていて,

食べ物と休む場所があることを示し

ていました。

この絵かきの名前はソロモン･ナ

ン･カ ルパロといいました。彼はジ

ョン･C･フ レモント大佐(合 衆国

の将軍,探 険家1813-1890)と いっ

しょに冬の寒さの中,ロ ッキー山脈

を横断したのです。

カルパ〔コの一行は,ロ ッキー山脈

までは無事に来ることができました。

しかし,ロ ッキー山脈にたどり着い

た時にはもう12月 になっていて,あ

たりはすでに冬に入っていました。

ロッキー山脈を越えることはむすか

しく危険でした。寒さと雪のため旅

は遅れました。食糧はインヂィアン

に盗まれ,た くわえも底をつき,馬

を殺して食糧にしなければならなく

なりました。2カ 月以上もの間,彼

らはロッキー山脈との戦いを続けた

のです。そしてとうとう,あ の2月

の午後,病 気と疲れに弱りはてた隊

員たちは,パ ロワンの村に着いたの

です。

その地域の400人 のモルモンは心

を開き,疲 れきった探険隊の人々に

40

家を開放してくれました。親切ない

くつもの家族が隊員を家に招いて食

事をさせ,や わらかいきれいなベッ

ドを用意 してくれました。

他の人々と同様に,カ ルパロも旅

の途中であらゆる困難にたえました。

彼は,フ レモントをのぞいて他のだ

れよりもつらい思いをしました。た

びたび寒い冷たい夜に遅くまで起き

ていて,フ レモント大佐が星を研究

しながら地図を作るのを助けたから

です。 しかし食事をし休息をとった

おかげで,カ ルバロは元気をとりも

どしました。そして,パ ロワンの村

で,彼 は驚くようなことをたくさん

見つけたのです。カルバロはこう書

いています。

｢散歩をしていると
,ア ドビーれ

んがの小屋の前を行ったり来たりし

ている人に出会いました。その人は

とても沈んだ様子でした。私は彼に

近づき,ど うしてそんなに悲しそう

なのかとたずねました。するとその

人の6歳 のひとり娘が夜,急 に亡く

なったというのでした。私は彼の指

さす戸□からqコに入 つて行きました。

きれいにととのえられたわらのマ
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｢私 の主人の家は とて もび んぼうで

した。母親 は じゅ うたん を作 っ

て市場 で売 ってい ま した し,父 親 は羊

の世 話 をした り,ま きを割 った り,家 族

のため に水 を運 んだ りして い ま した。｣

この教会 幹部 の美 し く若 い奥 さん は,

ひ ざの上 で赤 ちゃん をあや しなが らこ

の ように話 して くれ ま した。

｢彼 の家 は十 人家族 で
,遠 くは なれ

た砂 漠地帯 の,一 番近 い町か らで も24

キ ロもは なれ た所 に住ん で い ました。

そ こに は川 もなければ車 もあ りませ ん

で した。飲 み水が ひ どくよごれて い る

ので,人 々はか わ りに よ くフルー ツ ジ

ュー スや ソー ダ水 を飲ん で い ました。

主 人は4歳 の時,と て も重 い病 気 に

かか り,い しきが な くな りま した。み

んなは も う死 んだ もの と思 い ま した。

そ して彼 をまいそ うす るため にひつ ぎ

に入れ ました。少 した ってか ら,ひ つ

ぎの中か らかす か に ノッ クす る音 が聞

こえて きました。生 きて いたの です。

みんな が急 いでひつ ぎをあけ る と,彼

は立 ち上が って 『ソー ダ水 がほ しい』

と言 いま した。

その時か ら,彼 は 『ソー ダぼ うや 』

として知 られ るようにな りま した。両

親 は よ く,こ の ことが あ ってか ら彼が

変わ った と言い ました。前 よ りも もっ

と責 任感 が強 くな り,家 族の 人々 のめ

ん どうを よ く見 るよ うにな ったの です 。

人 を思 いや るよ うに な り,何 か特別 な

44

みた まを受 け たよ うで した。

家族の主 食は ビスケ ッ ト用の粉 で作

ったあげパ ン と羊 の肉の シチュー,そ

して ソー ダ水 で した。今 で も彼 は,こ

し ょうをふ りかけ て食べ るか らい もの

が好 きです 。

主 人は10歳 の時,末 日聖徒 の宣教師か

ら市場 でバ プテ スマ を受 け ました。 そ

して,そ の 時か らず っ と教会 の活動 に

参加 して き ました。 彼は選 ばれて教会

の教育 プ ロ グラム に参加 す るこ とに な

りま した。 そ して里親 として世 話 を し

て くれ る家族 と一緒 に住 ん で学校 に行

くため に,ユ タ州 に行 くこ とにな りま

した。バ スが発車 す る1時 間 前,友 だ

ちの ブルーム フ ィール ド兄弟 がや って

きて彼 の頭の上 に まるい うつ わ を置 き,

す ばや く散 髪 して くれ ま した。彼の持

ち物 は みな くつ箱 にお さ ま りま した。

彼 は他 に くつ を持 って いなか ったか ら

です 。彼 のは いてい たデ ニム のズボ ン

はあなだ らけで,残 って い るズボ ンの

布 よ りも穴の方が大 きいほ どで した。

ブ ルーム フ ィール ド兄弟 に2ド ル もら

い,朝 までには向 こ うに着 くだ ろ うと

い う言葉 に送 られ て,彼 は夜 行バ スに

乗 りました。｣

こ の教 会幹 部の奥 さん はこの よ うに

続けています。｢ユ タの新 しい学校 での

最初 の 日,子 供 た ちはみ な主 人の まわ

りに集 ま りま した。 その子供 た ちは前

に一度 もインデ ィア ン を見 た ことが な
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2つ の ス テ ー キ 部,誕 生

去 る5月30,31の 両 日,日 本東京南 ステーキ部 と日本広島ステーキ部がそ

れぞれ組織された。 これにより日本におけるステーキ部の数は20と なった。

なお,ス テ｢キ 部長会の メンバーには以下の方々が召された。

日本東京南 ステーキ部

第一副ステーキ部長 ステーキ部長 第二副ステーキ部長

津 田 政 廣 小野 和 俊 鈴木 茂

日本広島ステーキ部

第一副ステーキ部長

成林 孝治

譲･

ステーキ部長

西 原 里 志

蟹､

第二副ステーキ部長

歌 島 浩 之

町田ステ ーキ部 セ ンタ･竣 工

昨年 より建設が進められていた町田ステ

ーキ部センターが このほど完成 し
,5月31

日(日)に,竣 工記念のステーキ部大会が催

さ悠
は多,の方 講 　

方に集 っていただこ

うと末 日聖徒 の人生

観やモッ トー｢感 謝

と親切｣の 心など,

な じみやすい内容の

話が取 り上げられた。

また,当 日朝早 く,

田中健治長老は じめ

難 講購贈噛 隙　

蝋灘

た くさ4の 神権者が伝道 を目的に,近 隣の

各家庭 に大会案内のちらしを配 って回った。

新 しいこのステーキ部センターの誕生が

地域社会に少 しでも

よい助け をもたらす

ものであるよう私た

避 曝雛 讐 と
鯖 キ部センターの所在

蟻 饗 騨 野 下の通りであ
灘 町田市本町田1391嚢 繋

翻 鱗 簿 智(0427)25 _3253
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家族の証

ここに紹介する仙台の松川音太郎兄弟(53歳)。 彼は三重苦(目,耳,

□が全く不自由)の 障害を持つ教会員です。

5年 前の5月15日,か つて仙台で伝道をしたことのある奥様の敏子姉

妹と結婚し,今 は,幸 せな信仰生活を送っています。
｢初めて彼に会った時は,結 婚は思ってもみませんでした。でもお付

き合いするうちにだんだん彼の入柄がわかり,苦 楽を共にして人生を歩

んでいきたいという気持ちが強くなりました。彼との結婚を一度も後栴

したことはありません。今はとても幸せです。ほんとうによかったと思

っています。これからも神様とイエス･キ リストに対する強い信仰をも

ってふたりでがんばっていきたい｣と 語る敏子姉妹。彼女のこうした生

き方には,松 川兄弟の人一倍の努力のみならす,私 たちを啓発してくれ

るものがあります。

次に松川兄弟の信仰あふれる証を紹介しましょう。

困難に出会っても

がんばりましょう
松川音太郎兄弟

このたび,心 の弱った人に話 したい と思

ってちょっと書きました。いつか東京の教

会でも証 したり,聖 餐会の話 もしたい と思

います。希望 を失 った人 も,弱 っている人

も,孤 独な人も,悲 しみを持っているまま

で くじけないで,で きることなら悲 しみから

離れて,人 に知 られなかったせつなさをく

や しく思って,造 り主 なる天の神様 に立ち

返 って ください。神様は喜び も安 心も与え

て くださる とい う約束 を持 って待っておら

れ ます。心 にかた く信仰の根 をはらせ て,

どんな悩みに もくじけないでい く決心 をし

て下さい。心に信仰の根がはっていないと

どんな素晴 らしい大会に も集会にも,出 席

して もただ楽 しむだけで,だ んだん信仰は

弱ってい くのです。いろいろ悩み を乗 り越

えて,信 仰 をもってい くと勝利を得るので

す。

ヨハネは贈 われた人々をまぼろしで見 ま

した。黙示録の7章 にはこうあ ります。
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「イエスは
，さいせん箱にむかってすわり，群衆が

その箱に金を投げ入れる様子を見でおられた。多くの

金持は，たくさんの金を投げ入れていた。

ところが，ひとりの貧 しいやもめがきて，レブクニ

つを入れた。……

そこで，イエスは弟子たちを呼び寄せて言われた，

『よく聞きなさい。あの貧 しいやもめは，さいせん箱

に投げ入れている人たちの中で，だれよりもたくさん

入れたのだ。

みんなの者はありあまる中から投げ入れたが，あの

婦人はその乏しい中から，あらゆる持ち物，その生活

費全部を入れたからである。』」

(マルコ12：41-44)
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